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は じ め に 

 

和歌山市は、紀州徳川家５５万５千石の城下町として栄え、

明治以降も、綿ネル、捺染、木工、皮革などが地場産業として

発達し、戦後は鉄鋼業や化学工業などの重化学工業を中心とし

た産業も発展してまいりました。平成６年には関西国際空港の

開港、平成９年には中核市に移行するなど、本市は世界に最も

近い中核市として、和歌山県の県都として、政治・経済・文化

の中心的な役割を担ってきました。 

現在、本市は少子高齢化が進み、中心市街地の空洞化などで、

まちとしての活力が低下しています。国においては、活力ある社会の維持を図るため、より

一層地方の自主性と努力に応じた支援策が進められており、今後、都市間競争がますます激

化することが予想されます。 

このような中、本市が活力を維持し、更に発展していくためには、産業振興を重点的に進

めて経済の活性化を図っていく必要があります。そこで、事業者や市民と行政が共通の目標

に向けて進むことができるよう、平成２７年４月に和歌山市産業振興基本条例を制定しまし

た。また、本条例に定める和歌山市産業戦略会議を開催し、各分野の専門的見地からご意見

をいただきました。これらを踏まえ、本市の産業振興施策の方向性を明確にするものとして、

このたび「和歌山市産業振興ビジョン」を策定しました。 

本ビジョンでは、市の産業の現状、強みと弱みなどを検証した上で、目指すべき姿や必要

な取組を導き出し、４つのテーマに基づいた戦略を示しています。１つ目のテーマとして、

本市の製造業の持続的な発展やサービス産業の活性化など、既存の産業の成長を促進し、２

つ目のテーマで、創業者の育成や企業立地の推進など、新たな事業の創出等を図ることとし

ています。３つ目のテーマには観光振興を掲げ、観光を稼ぐことができる産業へと成長させ

ることを目指しています。また、４つ目のテーマとして、産業振興を進めるための基盤とな

る人材の育成やまちづくりについても、重点的に取り組むこととしています。 

策定した本ビジョンに基づき、本市の経済の活性化に向けた施策に積極的に取り組むため、

事業者、産業関係団体、その他の関係機関の皆様、そして市民の皆様のご協力を心からお願

いするものです。 

 最後になりましたが、「和歌山市産業振興ビジョン」の策定にあたり、多大なご尽力を賜り

ました和歌山市産業戦略会議の委員の皆様をはじめ、ご協力いただきました関係者の方々に

厚くお礼を申し上げます。 

 

 平成２８年３月 

和歌山市長 尾 花 正 啓 
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Ⅰ 産業振興ビジョンの策定にあたって 

 

１ 策定の趣旨 

少子高齢化の進展と人口減少は、地域経済の縮小や税収の減少、社会保障費の増加など様々

な問題を生じさせています。国が予測している人口減少のインパクトは大きく、本市におい

てもこのまま何も対策を講じなければ、人口減少が経済の縮小を呼び、経済の縮小が人口減

少を加速させるという負のスパイラルに陥ってしまいます。 

人口減少によるまちの衰退という危機感がある一方で、地方創生を推進するための国から

の支援、外国人観光客の急増、交通インフラの利便性向上といった活かすべきチャンスが本

市に到来しています。 

また、平成２７年４月には、産業振興に関する施策を総合的に推進し、本市の経済の活性

化と市民生活の向上を目的とする和歌山市産業振興基本条例（以下「基本条例」という。）が

施行されました。基本条例では、事業者自らの創意工夫と自主的な経営努力を基本とし、事

業者、産業関係団体、教育機関等、金融機関、市民、そして市が相互に協力して総合力を発

揮、かつ地域資源を最大限に活用して、産業の振興を図るとしています。 

このような本市を取り巻く環境の変化等を捉え、本市の総力を挙げて経済の活性化に取り

組み、魅力あるまちとして維持、発展させていかなければなりません。そのための目標やそ

の実現に向けた方向性を明確にするため、産業振興ビジョンを策定するものです。 

２ 位置付け 

産業振興ビジョンは、本市の上位計画である長期総合計画と整合性を図りながら定める産

業振興の基本計画とします。 

現長期総合計画（第４次）は平成２９年度までの計画ですが、平成２８年度を目処に見直

しを行っています。それに先立ち本ビジョンを策定することで、時機を逃さない産業振興施

策を推進するとともに、第５次長期総合計画の策定に向けた産業分野の方向性を示すものと

します。 

３ 計画期間 

計画期間は、平成２８年度から平成３７年度までの１０年間とします。 

４ アクションプランの作成 

産業振興ビジョンに定める戦略に基づき、実施主体、方法、目標、スケジュール等を規定

した具体的な取組を関係部局ごとに検討、実施していきます。それらを和歌山市産業振興ア

クションプラン（実施計画）に取りまとめて進捗管理を行うことで、本ビジョンの実効性を

担保します。 
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５ 市をとりまく環境 

（１）人口減少、少子高齢化 

本市の人口は、国勢調査の結果では昭和６０年をピークに減少し続けており、国立社会保

障・人口問題研究所の推計によると、「２０４０年には約２８万人、２０６０年には約２１万

人」になると見込まれています。本市の人口減少は、全国平均を上回る水準で続いており、

年少人口（１５歳未満）、生産年齢人口（１５～６４歳）が減少する一方で、老年人口（６５

歳以上）は増加が続いているため、高齢化率は高くなっています。 

本市の人口減少の要因を見てみると、平成１４年までは出生数が死亡数を上回っていまし

たが、平成１５年に逆転して以降、その差は拡大傾向にあり、自然減が続いています。また、

社会増減については、長年転出者が転入者を大きく上回っており、近年その差は縮小してい

るものの、転出超過が続いています。 
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（出所）和歌山市「人口ビジョン」（平成 27 年） 

（出所）和歌山市「人口ビジョン」（平成 27 年） 



 Ⅰ 産業振興ビジョンの策定にあたって 

- 3 - 

 

（２）交通アクセス等の状況 

関西国際空港の平成２７年の国際線旅客数は、１，６２５万人と４年連続で前年を上回り、

過去最高となりました（前年比約２４％増）。うち外国人旅客数は、中国などアジアを中心に

増便が相次ぎ、こちらも４年連続で前年を上回り過去最高の１，００１万人（前年比約５９％

増）となり、初めて日本人旅客数を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京奈和自動車道は、平成２７年９月に岩出根来ＩＣまで開通し、橋本市までの所要時間が

短縮されました。平成２８年度中に岩出根来ＩＣから和歌山ＪＣＴ間が開通し、奈良県の名

阪国道から橋本市、和歌山市間がつながる予定です。全線開通すると本市から奈良市まで約

６０分、京都市までは約１００分と所要時間が大幅に短縮されます（国道２４号利用時：本

市から奈良市約１８０分、本市から京都市約２７０分）。 

 また、一部区間を除き無料の自動車専用道路であるため、物流コストの削減も期待されま

す。 

 

 

（出所）国土交通省資料 

図表１－４ 京奈和自動車道開通によるアクセス性の向上  

（出所）新関西国際空港株式会社 News Release（平成 28年 1月 18日） 

図表１－３ 関西国際空港における年度別国際線旅客数  
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第二阪和国道については、平成２８年度中に本市から岬町淡輪まで開通予定です。 

 大阪南部から本市への所要時間が短縮するとともに、中平井線の接続により、国道２６号

線とのループ化が図られ、交通混雑の緩和や和歌山大学などへのアクセス性も向上します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、本市には、高速道路のインターチェンジとして、和歌山ＩＣと和歌山北ＩＣの２か

所が供用されています。平成３０年度に南東部に供用予定のインターチェンジは、南港山東

線と接続される予定で、和歌浦などの観光拠点や工業団地が立地する臨海部とのアクセス性

の向上が見込まれています。 

 

（３）国、県等の動向（地方創生、総合戦略の策定） 

ア 国の動向 

国は、「２０６０年には約８,７００万人」まで人口が減少するとの見通しを立て、そう

なった場合、地域経済社会が維持できるかどうかの局面を迎えるとしています。 

人口減少を克服し活力ある社会の維持を図るため、平成２６年１２月に「まち・ひと・

しごと創生法」に基づき、日本全体の人口の将来展望を示す「まち・ひと・しごと創生長

期ビジョン」、それを踏まえた今後５か年の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定

されました。 

これらを踏まえ、各地方公共団体が「地方人口ビジョン」と「地方版総合戦略」を策定

し、地域の実情に応じた施策に取り組むことになりました。 

イ 県の動向 

県は、国の長期ビジョン、総合戦略を踏まえ、平成２７年６月に「和歌山県長期人口ビ

ジョン」と「和歌山県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

長期人口ビジョンでは、高齢者１人を現役世代２人で支える人口形態とするため、「２０

図表１－５ 第二阪和国道の開通状況  

（出所）国土交通省資料 
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６０年に人口７０万人」を確保することを目指し、総合戦略では、人口７０万人を達成す

るための基本目標として、「安定した雇用を創出する」、「和歌山県への新しい「人の流れ」

を創造する」、「少子化をくい止める」、「安全・安心な暮らしを実現する」、「時代に合った

地域をつくる」の５つの目標が掲げられています。 

ウ 市の総合戦略 

本市においても、平成２７年１０月に「和歌山市人口ビジョン」と「和歌山市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

「２０６０年に約３３万人から約３６万人」の人口を確保することを目標に、産業振興

を重要な施策として位置付けています。 
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Ⅱ 和歌山市の産業の現状 

１ 産業全体の現状 

（１）事業所数、従業者数、付加価値額から見た産業構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事業所数・従業者数では「卸売業，小売業」の占める割合が最も高く、付加価値額では

「製造業」の占める割合が最も高くなっています。 

●「製造業」、「卸売業，小売業」、「医療，福祉」の３つの産業で、従業者数と付加価値額

の割合の過半数を占めています。 

●「卸売業，小売業」、「医療，福祉」、その他各種サービス業を合わせた第３次産業（以

下「サービス産業」という。）は、事業所数で８３．４％、従業員数で７５．７％、付

加価値額で６６．５％を占めています。 

（注）付加価値額は、企業単位で把握した付加価値額を事業従業者数 

により傘下事業所に按分して集計したもの。 

（出所）総務省「経済センサス活動調査」（平成 24 年） 

【事業所数】    16,441 事業所 

【従業者数】    160,120 人 

【付加価値額】    6,479 億円 

図表２－１ 事業所数・従業者数・付加価値額の産業別構成比  

従業者数 

付加価値額 

事業所数 
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（２）全国との比較から見た産業の特性 

 

   特化係数1 

   労働生産性2 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ 製造業の現状 

（１）製造業の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1)付加価値額や労働生産性等について、ある地域内の産業が全国と比べてどれだけ特化しているかを示す指標。例えば、付加価

値額の特化係数の場合、本市の付加価値額の構成比を全国の付加価値額の構成比で割ったものをいう。 

2)付加価値額を従業者数で割ったもの。従業者一人あたりの付加価値額のこと。 

●付加価値額の特化係数 1)は、「建設業」、「製造業」、「教育，学習支援業」、「医療，福祉」

等が全国の水準（＝１）を上回っており、これら産業の集積度合いが高いことが分かり

ます。 

●労働生産性 2)の特化係数は、「建設業」、「製造業」、「教育，学習支援業」で全国の水準（＝

１）を上回っていますが、これら以外の全ての産業で全国の水準を下回っています。 

●和歌山市の全産業での労働生産性は０．９２（全国＝１）となっています。 

●製造業について長期的に見ると、従業者数は減少していますが、製造品出荷額等、粗付

加価値額ともに増加傾向にあります。 

図表２－２ 和歌山市の産業特性（付加価値額と労働生産性の特化係数） 

（出所）総務省「経済センサス活動調査」（平成 24 年） 

図表２－３ 製造業の製造品出荷額等・粗付加価値額・従業者数の推移  

  

  

（注）従業者数 4 人以上の事業所についての集計 

（出所）経済産業省「工業統計調査」（各年版） 
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（２）事業所数、従業者数、付加価値額から見た産業構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事業所数では、「繊維工業」が製造業全体の１６．５％を占め、次いで「食料品製造業」、

「家具・装備品製造業」となっています。 

●従業者数では、「化学工業」が製造業全体の１６．６％を占め、次いで「鉄鋼業」、「生

産用機械器具製造業」となっています。 

●付加価値額では、「化学業」、「鉄鋼業」、「はん用機械器具製造業」の３業種で製造業全

体の約８割を占めています。 

図表２－４ 事業所数・従業者数・付加価値額の産業別構成比（製造業） 

（注）従業者数 4人以上の事業所についての集計 

（注）付加価値額は、事業所単位で集計したもの。その他、経済セ 

ンサス活動調査とは算出の方法が異なる。 

（出所）経済産業省「工業統計調査」（平成 25 年） 

付加価値額 

事業所数 

従業者数 

【事業所数】     684 事業所 

【従業者数】    22,059 人 

【付加価値額】    5,078 億円 
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●付加価値額の特化係数を見ると、製造業全体で全国水準（＝１）を上回っており、特に

「化学工業」、「鉄鋼業」、「はん用機械器具製造業」は、全国水準よりも集積が進んでい

る、規模が大きいことが分かります。 

●労働生産性の特化係数についても、全体で１．８９と、全国水準（＝１）を大きく上回

っています。 

●事業所数の特化係数は、「繊維工業」、「木材・木製品製造業」、「家具・装備品製造業」、

「なめし革・同製品・毛皮製造業」など、地場産業として長い歴史のある産業が全国水

準（＝１）を上回っており、これらの産業も本市に集積していることが分かります。 

図表２－５ 和歌山市の製造業特性（付加価値額と労働生産性の特化係数） 

（出所）経済産業省「工業統計調査」（平成 25 年） 

図表２－６ 事業所数の特化係数（全国＝１） 

（出所）経済産業省「工業統計調査」（平成 25 年） 
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（４）主な製造業 

【化学工業】 

本市の「化学工業」は、第 1 次世界大戦の勃発により合成染料の輸入が途絶えた折、捺染

業者の由良浅次郎が染料の原料であるアニリンの工業的製造に日本で初めて成功したことに

始まります。現在では、製造業全体のうち従業者数で１６．６％、付加価値額で２７．１％

（粗付加価値額では２７．０％）を占める主要産業となっており、本市を代表する地場産業

の一つでもあります。それぞれ特徴を持った製品を輩出する企業が数多くあり、中小企業庁

の「元気なモノ作り中小企業３００社」、近畿経済産業局の「ＫＡＮＳＡＩモノ作り元気企業

１００社」に多くの企業が選定されています。 

【鉄鋼業】 

本市の「鉄鋼業」は、製造業全体のうち従業者数で１４．１％、付加価値額で２６．２％

（粗付加価値額では２８．４％）を占めます。大手メーカーの生産拠点の集約、需要の低迷

による減産等により、製造品出荷額等が大きく減少する時期もありましたが、近年は持ち直

しています。 

【はん用機械器具製造業】 

本市の「はん用機械器具製造業」は、製造業全体のうち従業者数で９．５％、付加価値額

で２３．７％（粗付加価値額では２２．８％）を占めます。業務用パッケージエアコンや冷

凍機を製造する大手メーカーの業績が堅調なこともあり、製造品出荷額等や従業者数は安定

して推移しています。 

【その他主な地場産業】 

 市内各地には、地域に根差した「繊維工業」、「木材・木製品製造業」、「家具・装備品製造

業」、「なめし革・同製品・毛皮製造業」等の産業が古くから集積しています。どの業種にお

いても事業所数、従業者数、製造品出荷額等、粗付加価値額ともに減少傾向にありましたが、

企業努力もあり、近年は横ばいで推移しています。 

（５）工業団体への調査結果 

 市内の工業団体１５団体に対し、業界の課題や必要な取組等について調査を実施しました。

そこから得られた主なキーワードは、次のとおりです。 

 ※調査時期  平成２７年８月～９月 

・円安等による原料高への対応 

・国際競争力の低下への対応 

・高付加価値製品へのシフト 

・ブランド化 

・技術の研鑽と伝承の継続 

・高度な技術をＩＴで映像化（共有） 

・若い人材、技術系人材の育成、確保 

・後継者の確保 

・若者の収入アップ 

・オンリーワン技術を活かした新商品開発 

・国内市場縮小に対応した新規販路開拓 

・東京等における商談会、展示会への参加 

・ロゴマークのアピール 

・販売価格値上げの取組 

・資材調達における地産地消 

・ビジネスマッチングの機会創出 

・デザイン力向上機会の創出 

・産学官連携の強化 
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３ サービス産業の現状 

（１）事業所数、従業者数、付加価値額から見た産業構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事業所数・従業者数・付加価値額のいずれも「卸売業，小売業」の占める割合が最も高

くなっています。 

●従業者数・付加価値額では、「卸売業，小売業」に次いで「医療，福祉」が高い割合と

なっており、この２つの産業でほぼ半数を占めています。 

●「宿泊業，飲食サービス業」は、事業所数・従業者数では１０％以上を占めていますが、

付加価値額は４．２％に留まっています。 

 

付加価値額 

従業者数 

事業所数 

図表２－７ 事業所数・従業者数・付加価値額の産業別構成比（サービス産業） 

（出所）総務省「経済センサス活動調査」（平成 24 年） 

【事業所数】   13,709 事業所 

【従業者数】   121,276 人 

【付加価値額】  4,308 億円 
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（３）商業（卸売業、小売業）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本市のサービス産業の労働生産性（４０２万円）は、本市の産業全体（４５６万円）よ

りも低く、サービス産業の全国水準（４８５万円）も下回っています。 

●これは、サービス産業の主要産業である「卸売業，小売業」、「医療，福祉」の労働生産

性の低さが大きな要因です。 

●「宿泊業，飲食サービス業」は、サービス産業の中で最も労働生産性が低くなっていま

す。 

図表２－８ サービス産業の産業別労働生産性 

（出所）総務省「経済センサス活動調査」（平成 24 年） 

●本市の商業は、かつては県内全域及び大阪府南部までを商圏として発展してきました。

しかし、周辺市町村の発展等に伴う商圏の縮小、郊外への大型店の出店によって、市内

中心部の商業地域の衰退などが進み、事業所数、従業者数、年間商品販売額はいずれも

減少傾向にあります。 
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図表２－９ 商業（卸売業，小売業）の推移 

（出所）経済産業省「商業統計調査」（各年版） 
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（４）商業団体への調査結果 

 市内の商業団体７団体に対し、業界の課題や必要な取組等について調査を実施しました。

そこから得られた主なキーワードは、次のとおりです。 

 ※調査時期  平成２７年８月～９月 

  

・インターネット通販との競争激化 

・人件費増による収益率の悪化 

・大阪方面への消費流出、市内消費の減少 

・高齢化と人口減少による購買力の低下 

・道路網の発達によるビジネスチャンス 

（同時に、競合他社の参入も増加） 

・マッチングの機会創出 

・コラボレーション、業務提携、Ｍ＆Ａ 

・新規販路や新事業分野の開拓 

・事業承継 

・マネジメント能力のある管理者の育成、

確保 

・人材の確保、Ｕターン希望者の発掘 

・繁忙期に限定した人材確保 

・やる気のある経営者が集まる場の創出 

・衰退が激しい中心部の活性化 

図表２－１０ 卸売業の推移 
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図表２－１１ 小売業の推移 

（出所）経済産業省「商業統計調査」（各年版） 

4,531 4,573 4,170 4,007 3,469 2,391

22,721 23,915 23,171 22,689 21,871
16,688

465,511
432,595

383,894 365,280 368,664 360,473

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H9 H11 H14 H16 H19 H26

事業所数 従業者数 年間商品販売額（右軸）

（百万円）（事業所、人）



 Ⅱ 和歌山市の産業の現状 

- 15 - 

 

４ 農林水産業の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本市の農業は、水稲を中心に野菜や果樹を取り入れた複合経営を営み、沿岸部に近い地

域での砂地を利用した「だいこん」や「しょうが」をはじめ、平野部での「キャベツ」、

「はくさい」等の裏作野菜を栽培しています。 

●農業就業者人口が減少している中で、農業就業者のうち６０歳以上の割合が増加してお

り、高齢化が進んでいます。 

●漁業も就業人口が減少しており、特産物には「しらす」、「アシアカエビ」、「マダイ」等

があるものの、「しらす」は近年で漁獲高が大きく減少しています。 

 

図表２－１２ 和歌山市の農業就業人口の推移 

図表２－１４ 和歌山市の漁業就業人口の推移 

（出所）農林水産省「農林業センサス」（各年版） 

図表２－１３ 和歌山市の主な農作物出荷量 

図表２－１５ 和歌山市の主な水産物漁獲高 

（出所）農林水産省「漁業センサス」（各年版） 

（出所）和歌山市農林水産課資料 

（出所）和歌山市農林水産課資料 
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５ 観光業の現状 

（１）観光客の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本市の近年の観光入込客数は、日帰客数、宿泊客数とも、紀南地域の水害や東日本大震

災のあった平成２３年を底として増加傾向が続いています。 

●本市の宿泊客数の増加を支えているのが外国人観光客の急増であり、平成２７年中の外

国人宿泊客数は約１１万人と、前年比で約１．８倍、平成２３年比では約１８倍にのぼ

ります。 

●本市の宿泊客の発地別内訳を見ると、様々な地域から訪れていますが、県内を含めた近

畿圏内からの宿泊客が３９．１％と約４割を占めています。 

 

図表２－１６ 和歌山市における観光入込客数 

（出所）日本政府観光局（ＪＮＴＯ）資料、和歌山市観光課資料 

（出所）和歌山市観光課資料 

 

図表２－１７ 和歌山市の宿泊客の発地別割合（平成２７年） 
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（２）外国人観光客の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

●本市への外国人宿泊客を国別にみると、いずれの国からの観光客も増加傾向にあり、特

に中国をはじめとするアジア諸国からの観光客が急増しています。 

●本市への欧米諸国からの宿泊客は低い割合となっています。欧米諸国からの観光客の多

くは高野山に宿泊しています。 

 

 

図表２－１８ 和歌山市の外国人宿泊客の国別推計 

（出所）和歌山市観光課資料 

図表２－１９ 主要観光地別外国人宿泊客の状況 

 

（出所）和歌山県「観光客動態調査報告書」（各年版） 
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６ 開業・廃業の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本市でのビジネス事例①＞ 

学習塾と学童保育の両方の機能を持つ「放課後滞在学習施設」を運営するＡ社。 

学童保育がカバーしきれていない働く親のニーズに対応したサービス（急な残業等にも対応

できるよう最長２１時までの運営、小学校までのお迎え、保護者へのメール配信サービス、

学習塾と提携した学習塾機能など）を提供し、家族が安心して子どもを預けて働けるようサ

ポートしています。 

＜本市でのビジネス事例②＞ 

徹底した顧客目線で、地域住民に必要な家電店として事業展開するＢ社。 

 大型家電店の進出などにより経営環境が厳しさを増す中で、大型店にはできない低コスト

以外のサービス（徹底した顧客目線での家電製品の提案・販売・メンテナンス）や高齢者の

増加に対応した介護・福祉用品のレンタル、販売等の事業も展開。家電販売によって構築さ

れた顧客との信頼関係が、介護・福祉用品の販売など他の事業につながり、地域の人々の暮

らしの改善に役立っています。 

 

0.75 

1.21 

1.96 

0.61 

0.78 0.74 
0.76 

0.90 

0.45 0.73 0.72 

0.99 

0.63 0.00 0.51 

13.19 

0.75 

0.94 

2.32 

0.79 
1.03 

1.40 

1.11 

0.84 
0.77 

1.06 0.87 

0.84 
0.72 

0.74 
0.75 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

開業率 廃業率

全産業での開業率・廃業率

【和歌山市】

開業率 １．３９％

廃業率 ５．６５％

【全国】

開業率 １．８４％

廃業率 ６．３６％

24.27

●本市の全産業の開業率・廃業率は、ともに全国より低い水準にあり、事業所数が減少す

る中で、新たな事業の担い手が現れにくく、産業の新陳代謝が進んでいない状況にあり

ます。 

 
図表２－２０ 全国を１とした場合の和歌山市の開業率と廃業率 

（注）開業率・廃業率：平成 21 年経済センサス基礎調査から平成 24 年経済センサス活動調査までの期間に 

開業・廃業した個人、法人（会社以外の法人を除く。）の事業所数を 1年当たりの数字にならし、平成 

21 年調査時点で把握された事業所数で除して算出。 

（出所）総務省「経済センサス基礎調査」（平成 21 年）・「経済センサス活動調査」（平成 24 年） 

●少子高齢化の進展や労働力人口の減少等によって社会的問題が増大・多様化し、新たな

ニーズも生まれており、これらの課題に対応するビジネスが誕生してきています。 

 

（出所） 近畿経済産業局「関西地域における少子高齢社会対応ビジネス事例集」（平成 25 年 3月） 

中小企業庁「中小企業白書」（2015 年版） 
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７ 労働・雇用の現状 

（１）求人求職の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）労働力人口の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●和歌山公共職業安定所管内の有効求人倍率は、平成２２年から年々上昇していますが、

平成２７年時点では１．０７倍と全国の水準の１．２０倍よりも低くなっています。 

●平成２７年の職業別有効求人倍率では、看護師・保健師・社会福祉の専門職等の専門的・

技術的職業、サービスの職業（介護サービス、接客・給仕、飲食物調理など）の有効求

人倍率が２倍前後で推移している一方、事務的職業では０．５倍を切るなど、業種によ

りばらつきが見られます。 

 

●本市の１５歳以上人口に占める労働力人口の割合は、平成７年から減少が続いており、

全国と比較しても低い水準にあります。 

●本市の５歳階級別の転出・転入状況を見ると、１５歳から２９歳までの大阪府や東京圏

への転出が多く、進学や就職をきっかけに県外へと転出する傾向にあります。 

●進学状況を見ると、県内の高校を卒業した学生の進学先の約９割が県外で、県内には約

１割しか留まっていない状況にあります。 

図表２－２１ 有効求人倍率の推移 

（注）有効求人倍率は、季節調整なしの原数値を用いて集計。 

（注）和歌山公共職業安定所管内には、和歌山市・岩出市・紀の川市が含まれる。 

（出所）厚生労働省「一般職業紹介状況」（各月版） 

（出所）和歌山公共職業安定所「労働市場の動き」（各月版）・「職業別求人・求職バランスシート」（各月版） 
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所在地域 学生数 比率

北海道・東北 ４９ １．１％

関東・甲信越 ３７１ ８．３％

東海・北陸 ２１６ ４．８％

大阪 １,８３５ ４１．２％

滋賀 ９６ ２．２％

京都 ４９５ １１．１％

兵庫 ３８７ ８．７％

奈良 １２４ ２．８％

中国 ２３２ ５．２％

四国 １０５ ２．４％

九州 ６５ １．５％

和歌山 ４７９ １０．７％

合計 ４,４５４ １００．０％

県外への流出
３,９７５人(８９．２％)
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図表２－２２ 労働力人口及び労働力人口が１５歳以上人口に占める割合の推移 

（出所）総務省「国勢調査」（各年版） 

図表２－２４ 和歌山県の高校を卒業した学生の進学先所在地

域 

（出所）文部科学省「学校基本調査」（平成 26 年） 

図表２－２３ 年齢階級別転入・転出数の状況 

（出所）総務省「住民基本台帳人口移動報告」（平成 25 年）をもとに国が作成したデータ 
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1) 雇用契約に基づき、決まって支給される給与のうち、残業などの時間外労働に対する給与である「所定外給与」を除いた金

額のこと。 

●本市の女性及び高齢者の就業率は、いずれの年齢層においても全国平均とほぼ同じか、

下回っている状況です。 

●本市の女性就業者の約６割が非正規雇用であり、１５歳～２４歳の年齢層を除き、非正

規雇用率が全国より高くなっています。 

●県内の女性就業者の所定内給与 1)はどの年齢層でも男性より低く、３０歳を超えるあた

りから格差は大きくなっています。 

図表２－２５ 女性の年齢別就業率 図表２－２６ 高齢者の年齢別就業率 

（出所）総務省「国勢調査」（平成 22 年） （出所）総務省「国勢調査」（平成 22 年） 

 

図表２－２７ 年齢階級別非正規雇用率 

（出所）総務省「就業構造基本調査」（平成 24 年） 

 

（出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成 27 年） 

図表２－２８ 年齢階級別男女別所定内給与（県） 
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８ 教育・研究機関等の現状 

  市内、県内には次の主な教育・研究機関等があり、各機関には産学官連携や研究支援を

推進するための組織が置かれています。 

 

主な教育・研究機関等 

【市内の教育機関】  

和歌山大学 産学連携・研究支援センター 

和歌山県立医科大学 産官学連携推進本部 

和歌山信愛女子短期大学 保育科、生活文化学科 

【県内の教育機関】  

近畿大学生物理工学部 研究支援・推進センター 

近畿大学水産研究所 養殖研究（クロマグロ・クエ等） 

和歌山工業高等専門学校 知能機械工学科、電気情報工学科、物質工学科等 

【研究・支援機関】  

和歌山県工業技術センター 
受託試験、設備機器利用・貸付、技術相談・技術指導、 

研究開発、技術者養成、センター職員の企業派遣等 

和歌山社会経済研究所 

総合的な研究（産業経済、まちづくり、景気動向調査等）、 

情報収集・提供、調査研究成果の公開・提言、 

社会経済問題に関するセミナー等開催、人材育成等 

わかやま産業振興財団 

経営相談、専門家派遣、創業支援、販路開拓支援、 

ものづくり支援、知的財産権等支援、研究開発強化支援、 

人材育成、交流支援等 
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Ⅲ 和歌山市の産業の強み、弱み 

１ 強み、ポテンシャル 

（１）競争力の高い製造業の集積 

製造業は、鉄鋼業、化学工業、はん用機械器具製造業が付加価値と雇用の多くを生み出し、

また、食料品製造業、生産用機械器具製造業、繊維工業等も雇用面での貢献が大きく、これ

らの集積により、他の中核市と比較しても規模が大きく、競争力が高いものとなっています。 

中核市における本市の製造業の状況 

 中核市45市中の順位 金額 中核市平均 

製造品出荷額等 8 位 14,997 億円 10,250 億円 

粗付加価値額 5 位  5,526 億円 3,118 億円 

労働生産性 2位（1位は豊田市） 0.25 億円 0.12 億円 

（注）従業者 4人以上の事業所が対象 

 

鉄鋼業等の大企業とともに、化学工業、食料品製造業、機械器具製造業、繊維工業などに

多いと考えられるコネクターハブ企業1)、独自の高い技術を有するオンリーワン企業やニッチ

トップ企業などの中小企業が地域経済を牽引しています。 

①「元気なモノ作り中小企業３００社」及び②「ＫＡＮＳＡＩモノ作り元気企業 

１００社」に選定されている市内企業 

平成１８年 

①選定 ６社 

◆アクロナイネン㈱ ① 

わが国で始めてダイカストによる小型エンジン用ピストンの開発に成功。小型エンジン

用遠心クラッチで国内シェアは約９０％。 

◆紀州技研工業㈱ ① 

大きな飛距離を持つ独自のインクジェット技術を武器に、段ボール等の産業向け印字分

野で国内トップのメーカー。段ボール用の高品位プリンターの分野で国内シェアは約７

５％。 

◆新中村化学工業㈱ ① 

アクリル系樹脂の開発及び量産化技術を確立し、プリント基板用樹脂材料の国内シェア

は約３０％。 

◆㈱東洋精米機製作所 ① 

世界で初めて無洗米製造機の開発に成功。無洗米の国内シェアは約７０％。 

◆阪和電子工業㈱ ① 

静電気放電技術を用いて半導体の品質管理に不可欠な評価・解析用検査装置を開発・製

造し、国内シェアは約７０％。 

◆和歌山精化工業㈱ ① 

独自の科学技術を駆使し、高機能ポリマー原料や黄色系顔料中間物の世界的な原料メー

カーの地位を確立。 

 
1) 地域経済への貢献が高い企業。具体的には、地域内からより多くの仕入を行い（取引関係の中心となるハブ機能）、地域外に

販売している（他地域との取引をつなげるコネクター機能）企業のこと。 

（出所）経済産業省「工業統計調査」（平成 25 年） 
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平成１９年 

①選定 ３社 

②選定 １社 

◆笠野興産㈱ ①② 

化学をベースにした技術を持ち、塗料樹脂用架橋剤を製造。化学製品を起点に医薬品、

食品など新事業にも積極的に参入。 

◆高木彫刻㈱ ① 

布地プリント用捺染ロールの彫刻に初めてフォトエングレイビングを開発、導入。ロー

ル彫刻専門業者として国内トップシェア。 

◆フクセン㈱ ① 

繊維製品の生地に抗菌、消臭、保湿、美肌効果等を有する薬剤を付着させる加工技術を

開発。 

平成２０年 

①選定 １社 

②選定 １社 

◆太洋工業㈱ ①② 

試作用ＦＰＣ（フレキシブルプリント配線板）について国内トップシェア。 

平成２１年 

①選定 ２社 

②選定 ２社 

◆和歌山染工㈱ ①② 

羽毛布団用生地の加工では国内生産シェア約７０％。国内染色加工業界のトップメーカ

ー。 

◆尾高ゴム工業㈱ ①② 

鉄鋼金属向けゴムロールは国内シェアトップ。豊富なゴム品種と独創的なロールで各分

野の生産現場に供給。 

平成２２年 

②選定 ３社 

◆㈱インテリックス ② 

オーダーカーテンは機械化が難しいという常識を覆し、カーテン縫製におけるＩＴ化、

多品種・小ロットのオーダーに対応できるシステムの開発、大規模かつ高度な機械化を推

進。 

◆小西化学工業㈱ ② 

昭和４４年に生産を開始したスーパーエンジニアリングプラスチック原料「ビスフェノ

ール S」を主力商品とし、世界的な大手化学企業にも技術ライセンスを提供。 

◆スガイ化学工業㈱ ② 

医薬・農薬・機能性の３分野を柱に、高品質の製品供給力と独自の研究活動に基づいた

提案力によって国内外の多くの企業の欠くことのできないパートナーに。 

平成２３年 

②選定 ４社 

◆アクロナイネン㈱ ② 

平成１８年に①元気なモノ作り中小企業３００社に選定。 

◆柏木鉄工㈱ ② 

製鉄工程の重要部分である連続鋳造の鋳型製作に、独自のノウハウを保持。 

◆㈱日本化学工業所 ② 

高品質な環境対応型染料や蛍光増白剤などの改良・開発を強化し、電子材料や新エネル

ギー分野向けの特殊機能製品への取組も実施。 

◆三木理研工業㈱ ② 

杉・ヒノキなどの軟らかい木材に注入することで、硬い付加価値商品に生まれ変わらせ

ることができる独自の樹脂を開発。 

        （注）上記の表は選定当時の企業情報に基づいて記載  

 

 

また、生産量全国１位で約４割のシェアを誇る丸編みニット生地を代表とする繊維、国の

伝統的工芸品に指定されている紀州箪笥などを生産する家具、兵庫・東京とともに和歌山が

三大産地に数えられている皮革などの歴史ある地場産業が集積しています。 

（出所）中小企業庁「元気なモノ作り中小企業 300 社」（平成 18 年～平成 21 年） 

（出所）近畿経済産業局「ＫＡＮＳＡＩモノ作り元気企業 100 社」（平成 19 年～平成 23 年） 
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（２）インフラ整備の進展によるアクセス性の向上 

関西国際空港から約３０分というアクセスの良さに加え、阪和自動車道のインターチェン

ジ増設、第二阪和国道や京奈和自動車道の整備により、大阪、奈良、京都、名古屋方面等と

のアクセス性が向上することで、企業競争力の強化、企業立地の増加、観光客の誘客拡大、

市民生活の利便性向上への効果が期待できます。 

（３）企業立地環境の充実 

インフラ整備の進展によるアクセス性の向上に加え、平成２７年度から本市の企業立地促

進奨励金制度を近畿圏でもトップクラスの制度内容に拡充したことにより、企業が立地選定

時に重要視する「交通条件」、「優遇制度」が改善されました。 

和歌山市企業立地促進奨励金の主な拡充内容 

対象業種の拡大 

◆対象業種である「物品の製造事業」、「物流関連事業」、「特定サービス事業」、

「レクリエーション事業」に、オフィス施設（空きビル活用等）、完全人

工光型の植物工場、まちなかエリアの商業地域に立地する小売業（１，０

００㎡以上）を追加。 

交付要件の緩和 

◆規模別、業種別で定めていた投下固定資産総額要件を緩和し２，０００万

円以上に統一。また、増設の場合は１，０００万円以上に引き下げ。 

◆市内在住者に限定していた新規雇用者に転勤転入者を追加。 

◆雇用のみ奨励金の人数要件を緩和（５０人以上→２０人以上）。 

奨励金額の増大 
◆用地取得額の１０％を交付。 

◆土地にかかる固定資産税と都市計画税相当額を奨励金に追加。 

大規模立地奨励

金の対象を拡大 

◆大規模立地奨励金の交付対象を、製造業の新設のみから、奨励金の交付対

象である全ての新設・移設・増設に拡大。 

本社機能移転奨

励金の新設 

◆本社機能を移転する場合、投下固定資産総額２，０００万円以上、新規雇

用者１０人以上であれば大規模立地と同様の奨励金を交付。 
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（４）魅力的な地域資源の数々 

本市には、歴史、文化、自然など数多くの魅力的な地域資源があります。また、県内には

高野山や白浜など全国的にも有名な観光地があります。 

本市の主な地域資源 

 特   徴 

和歌山城 

徳川御三家の居城としての歴史を持つ本市のシンボルであり、姫路城、

松山城とともに連立式天守を持ち、隣接する西之丸庭園（紅葉渓庭園）は

国の名勝に指定されています。 

近年は中国や台湾などアジア諸国からの外国人観光客が急増していま

す。 

加太・友ヶ島 

紀淡海峡に面した美しい海岸線が続く観光地で、釣りや海水浴等のレジ

ャーを楽しむことができます。加太で獲れるマダイは全国的に有名です。 

また、第２次世界大戦の終戦まで旧日本軍の軍用地となっていた友ヶ島

には、戦時中の施設や砲台跡などが多く残されており、近年ではその景観

が魅力となって国内外から多くの観光客が訪れています。 

和歌の浦 

「万葉集」にも詠まれた風光明媚で雄大な景色が広がる景勝地で国の名

勝に指定されており、東照宮や不老橋など紀州徳川家ゆかりの歴史的な遺

産も多くあります。 

全盛期に比べるとホテルや旅館の数は減少しているものの、平成２４年

には和歌浦漁港に新鮮な魚介類を直販価格で販売する「おっとっと広場」

がオープンするなど、地域活性化に向けた取組も進められています。 

片男波海水浴場 

砂浜の長さは県内で随一の規模を誇り、環境省が選定する快水浴場百選

において、全国で１２か所しか選ばれていない特選のうち「海の部特選」

に選定されています。 

和歌山電鐵 

貴志川線 

「たま駅長」や「ニタマ駅長」、「いちご電車」や「おもちゃ電車」など

で一躍有名になった本市と紀の川市をつなぐローカル線。 

国内外を問わず観光客にも人気のスポットとなっており、全国からロー

カル線が生き残るためのお手本として現在も注目されています。 

紀三井寺 

和歌山城の歴代藩主が訪れて紀州徳川家の繁栄を祈願した寺で、２３１

段ある階段を上ると、美しい和歌浦湾が遠望できます。 

西国第２番の札所であり、巡礼姿のお遍路さんも多く、他府県からも多

くの人々が参拝に訪れています。 

マリーナシティ 

地中海の港町の雰囲気が漂うテーマパークで、年間を通じて多くのイベ

ントも開催されています。また、マリーナシティ内の黒潮市場では、地元

の特産品を購入したり、マグロの解体ショーを楽しんだりすることがで

き、特に外国人観光客が増加しています。 

紀伊風土記の丘 

国の特別史跡に指定されている岩橋千塚古墳群の公開と保全を目的と

した県立の博物館施設。総面積約６５万㎡の園内全体が一つの博物館で古

墳や文化財民家、万葉植物園、復元竪穴住居、資料館などの文化財に加え、

四季折々の花を楽しめるなどハイキングコースとしても親しまれていま

す。 
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県内の主な観光地 

 特   徴 

高野山 

平成１６年に「紀伊山地の霊場と参詣道」の一部としてユネスコの世界遺

産に認定され、平成２７年には開創１２００年を迎えた県を代表する観光

地。特に近年は、国内観光客のみならず、アメリカやヨーロッパ諸国、オー

ストラリアといった地域からの外国人観光客が急増しています。 

熊野古道 

平成１６年に「紀伊山地の霊場と参詣道」の一部としてユネスコの世界遺

産に認定された熊野三山へと通じる参詣道。古くより上皇・女院から庶民に

いたるまで多くの人々が通った参詣道には、現在様々なウォーキングコース

があります。 

南紀白浜 

古くからの温泉地として知られ、毎年全国から多くの海水浴客が訪れる白

良浜、国内最多のジャイアントパンダが飼育されているテーマパークがある

など、全国有数のリゾート地となっています。 

 

（５）ブランド化や６次産業化の可能性を秘めた本市と周辺地域の農林水産物 

布引だいこん、山東のたけのこ、加太のマダイ、わかしらす、アシアカエビ、はもなどの

特産物は、ブランド力を強化することで、より付加価値の高い地域ブランドとして育ってい

く可能性があります。 

また、和歌山県は、みかん、はっさく、かき、うめなどで生産量全国１位を誇ります。本

市を含む和歌山経済圏（和歌山市、海南市、有田市、岩出市、紀の川市、紀美野町）だけで

見ても、みかん、はっさく、かき、もも、キウイフルーツなどの生産が盛んであり、本市の

製造業やサービス産業と連携した６次産業化の可能性を秘めています。 

県内の主な果樹生産 

品目 
県 全国 生産量全国順位 

（都道府県） 生産量 全国シェア 生産量 

みかん 173,700ｔ  19.9％  874,700ｔ  １位 

はっさく(※) 23,991ｔ  67.5％  35,520ｔ  １位 

かき 47,000ｔ  19.5％  240,600ｔ  １位 

もも 10,800ｔ  7.9％  137,000ｔ  ４位 

キウイフルーツ 3,880ｔ  12.3％  31,600ｔ  ３位 

いちじく(※) 2,107ｔ  15.2％  13,842ｔ  ２位 

  

  

（出所）農林水産省「農林水産統計」（平成 26 年） ※は農林水産省「特産果樹生産動態等調査」（平成 25 年） 
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（６）潜在的に多いＵターン希望者 

県が実施した大学生等の就職意識調査結果1)では、対象者全体の４２．６％が県内での就職

を希望しています。また、「県外で就職したい」と回答した者の理由を見ると、「都市圏で就

職がしたいから」との回答は約２割に留まり、積極的に県外へ就職したいというわけではな

いことが分かります。さらに、「県外で就職したい」、「特定の地域にこだわらない」と回答し

た者のうち過半数がＵターンを希望していることから、市内企業の魅力向上と企業情報のＰ

Ｒ等により、県外就職者のＵターンを促進できる可能性が高いと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）東京や大阪など都市部と比較して優れた様々な生活環境 

平均月給や商品・サービスの豊富さでは東京などの都市部にかなわないものの、生活環境

等で優れている点も数多くあります。 

 

大卒初任給、高卒初任給、民間家賃の比較 

 和歌山県 全国平均 東京都 大阪府 

①大卒初任給 19.4 万円  20.2 万円  21.0 万円  20.4 万円  

②高卒初任給 15.9 万円  16.1 万円  17.8 万円  16.6 万円  

③民間家賃 48,147 円  60,423 円  90,674 円  61,229 円  

 

 

 

 
1)県内出身の大学生等がＵターン就職にどのような意識をもっているかについて、県が実施したアンケート調査結果 

 ・調査対象者：県内高校出身者で、平成 29 年 3月大学、短大、専修学校等卒業予定者 

 ・調査期間：平成 27年 12 月～平成 28 年 1月 

 ・回答数：512 名（調査票送付数 5,043 名、回収率 10.2％） 

図表３－１ 

「県外で就職したい」と回答した者の理由 

図表３－２  

「県外で就職したい」「特定の地域にはこだわら 

ない」と回答した者の将来の U ターン志向 

（出所）和歌山県「大学生等の就職意識調査結果」（平成 28 年） 

（出所）①②厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成 27 年） 

③総務省「住宅・土地統計調査」（平成 25 年） 

県内企業の情

報がないから

12.5%

希望の就職先

がないから

40.6%

都市圏で就職

したいから

21.9%

その他

18.8%

無回答

6.3%

労働条件等が

合えばUターン

を希望する

46.5%

労働条件等が

多少合わなく

てもUターン希

望する

4.9%

将来もUターン

希望しない

7.6%

わからない

24.0%

その他

1.7%
無回答

15.3%
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図表３－３ プライベートが充実するまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３－４ マイホームの夢がかなうまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３－５ 医療、子育てに安心なまち 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

（出所）④⑦⑨総務省「住宅・土地統計調査」（平成 25 年） ⑤総務省「就業構造基本造調査」（平成 24 年）  

⑥厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成 25 年） ⑧国土交通省「建築着工統計調査」（平成 27 年）  

⑩厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年） ⑪⑫厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」（平成 26 年） 
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２ 弱み 

（１）開業率の低さ 

産業全体の開業率が全国及び県と比較しても低く、新たな産業が生まれる機運が高まって

いない状況です。特にサービス産業は、ほとんどの業種で全国平均を下回っています。 

 開業率と廃業率の比較 

 和歌山市 県 全国 

開業率 1.39％ 1.44％ 1.84％ 

廃業率 5.65％ 5.58％ 6.36％ 

 

 

 

 

（２）製造業の比率が高いことによる景気の影響の受けやすさ 

全国平均に比べて製造業の占める割合が高いことが、強みになっている反面、世界経済の

不況の影響などを受けやすいという弱みにもなっています。 

リーマンショック時の和歌山市内総生産、県内総生産、国内総生産の減少率 

 平成19年度から21年度にか

けての総生産下落率 

総生産に占める製造業の割

合（市内・県内は平成 24 年

度、国内は平成 24 年） 

和歌山市内総生産 △10.4％   33.4％ 

県内総生産 △7.8％   26.4％ 

国内総生産 △7.6％   18.5％ 

 

 

 

（３）サービス産業の労働生産性の低さ、衰退が進む商業 

サービス産業の労働生産性は、全国と比べると低いものになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）平成 21 年経済センサス基礎調査から平成 24 年経済センサス活動調査までの期間に開業・廃業した 

個人、法人（会社以外の法人を除く。）の事業所数を 1年当たりの数字にならし、平成 21 年調査時 

点で把握された事業所数で除して算出。 

（出所）経済産業省「経済センサス基礎調査」（平成 21 年）・「経済センサス活動調査」（平成 24 年） 

 

（出所）内閣府「国民経済計算」（平成 26 年度）  

    和歌山県「市町村民経済計算」（平成 24 年度） 

図表３－６ 和歌山市の主なサービス産業の労働生産性（全国＝1） 

（出所）総務省「経済センサス活動調査」（平成 24 年） 
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0.87 0.79

0

0.25

0.5

0.75

1 全国水準



 Ⅲ 和歌山市の産業の強み、弱み 

- 31 - 

 

また、商業（卸売業，小売業）の事業所数、従業者数、年間商品販売額は減少傾向が続い

ており、うち小売業は全国と比較しても減少幅が大きくなっています。特に、市内中心部の

小売業が衰退しており、空洞化が問題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）宿泊者数の割合が低いことなどによる観光消費額の少なさ 

県内他都市と比べて観光客に占める宿泊者数の割合が低いこと、観光客にお金を消費して

もらう場の提供や長く滞在してもらう仕組みづくりが十分でないことなどから、滞在型の観

光に至っていないと言えます。 

和歌山市・県・白浜町の宿泊客数と日帰り客数（延べ人数） 

 和歌山市 県 白浜町 

観光入込客数 6,182,881 人  30,821,244 人  3,274,419 人  

うち宿泊客数 752,471 人  

（12.2％）  

5,181,239 人  

（16.8％）  

1,960,644 人  

（59.9％）  

うち日帰り客数 5,430,410 人  

（87.8％）  

25,640,005 人  

（83.2％）  

1,313,775 人  

（40.1％）  

（出所）和歌山県「観光客動態調査報告書」（平成 26 年） 

県内観光客の１人当たり消費額（実人数ベース） 

日帰り客１人当たり観光消費額 10,819 円 

宿泊客１人当たり観光消費額 36,664 円 

（出所）和歌山県「観光統計調査」（平成 26 年） 

 

図表３－７ 小売業の事業所数・従業者数・年間商品販売額 

（平成９年に対する平成２６年の増減率） 

-47.2%

-26.6%
-22.6%

-45.4%

-20.9%
-17.3%

-50.0%

-40.0%

-30.0%

-20.0%

-10.0%

事業所数 従業者数 年間商品販売額

和歌山市 全国

（出所）経済産業省「商業統計調査」（各年版） 
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（５）認知度を高めることができていない地域資源 

本市地場産業（化学工業、繊維工業、皮革など）は、基礎素材・中間財生産のウェイトが

大きいため、完成品に比べて十分な付加価値や認知度を得られていないケースが見られます。 

また、農林水産物や観光スポットなどの地域資源についても、ブランド化やシティプロモ

ーションなどの取組が進んでいないことにより、認知度を高めることができていない状況と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）若年層の市外流出と人材不足 

市内に大学が少ないこと等により、進学や就職時である１５歳から２９歳という若年層の

市外への転出者数が他の年齢層に比べて多くなっており、本市人口の転出超過の要因となっ

ています。 

   和歌山市からの転出者数 

和歌山市からの全転出者数（平成２７年） 8,443 人 

うち１５～２９歳の転出者数 

（全転出者数に占める割合） 

3,481 人 

（41.2％） 

  （出所）総務省「住民基本台帳人口移動報告」（平成 27 年） 

 

 

 

 

図表３－８ 地域ブランド調査・項目別ランキングの比較 

（注）全国の 1,000 市区町村が対象 

（注）情報接触度：過去 1年間に各市区町村について、情報・話題などを見聞きしたことがあるかの度合い 

   観光・居住意欲度：今後、各市区町村に観光や旅行に行きたい、住んでみたいと思うかどうかの度合い 

   産品購入意欲度：購入したい産品はあるかどうかの度合い 

   食品・食品以外想起率：購入したい産品で、具体的な産品名がわかるものがあるかどうかの度合い 

（出所）ブランド総合研究所「第 10 回地域ブランド調査 2015」 

 

府県 和歌山県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県

対象地域 和歌山市 白浜町 大津市 京都市 大阪市 神戸市 奈良市

魅力度 ２０２位 ７２位 ２３４位 ３位 ３４位 ６位 ２７位

認知度 １１２位 ２２８位 １２９位 １位 ８位 ４位 ３１位

情報接触度 １７５位 ２６０位 １５８位 ３位 ７位 １２位 ４５位

観光意欲度 １９２位 ８５位 ２５８位 ３位 ４１位 １４位 ３５位

居住意欲度 １５７位 １５０位 ２３３位 ２位 ２０位 ６位 ５２位

産品購入意欲度 ９０位 ２００位 ５３３位 ４位 ３１位 １９位 １０７位

食品想起率 ８２位 ２５４位 ４４９位 ８位 ３２位 ３６位 １０９位

食品以外想起率 ２７１位 ２２５位 ２２５位 ２４位 ７４位 １１４位 ４８位
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また、事業所アンケートや企業訪問等において、「若い専門職や技術者の確保に苦労する」、

「人材の高齢化が進み、技術の継承が進んでいない」、「正社員を募集しても応募がない」な

どの人材不足を懸念する声が事業者から挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３－９ 若年者の人材が不足している職種 

（出所）和歌山市「事業所アンケート集計結果報告書」（平成 24 年） 

 

図表３－１０ 市内企業における雇用者数の過不足感 

 

（注）BSI 値 

企業経営者の自社企業の業況に関する業績判断や見通し、景気見通しについて「強気」「弱気」の度合 

いを示したもの。「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を引いた数値で求める。 

「雇用者数の現状」については、0より大きければ「過剰」、0より小さければ「不足」となる。 

 

（出所）和歌山市「景況動向調査」 

（市内企業向けに 4半期毎に実施するアンケート調査。送付件数は約 800 件、回答率は 40％程度。） 
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（７）その他本市の労働市場が抱える弱点 

医療福祉分野の専門的・技術的職業で人手不足が顕著となっている一方、事務的職業では

求人数の２倍以上の求職者がいる状況にあるなど、求人側と求職者の間にミスマッチが生じ

ています。 

職業別有効求人倍率（平成２７年） 

和歌山公共職業安定所管内の有効求人倍率 1.07 

看護師・保健師・社会福祉の専門職等の専門的・技術的職業 2.08 

事務的職業 0.34 

販売の職業 1.03 

サービスの職業 1.89 

生産工程の職業（製造業） 0.99 

        （出所）和歌山公共職業安定所「職業別求人・求職バランスシート」（各月版） 

女性や高齢者の就業状況を見てみると、就業率は全国平均と比べて低く、女性の非正規雇

用の割合は高い傾向にあります。（図表２－２５、２－２６、２－２７参照） 
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Ⅳ 和歌山市の産業の目指すべき姿 

１ 目指すべき姿 

和歌山市の産業の目指すべき姿は、基本条例における産業振興の基本理念にあるように、

事業者、産業関係団体、教育機関等、金融機関、市民及び市が相互に協力して総合力を発揮

し、地域資源を最大限に活用することにより、本市経済の活性化が実現された状態です。 

そして、具体的には、次のような状態が想定されます。 

●独自の技術や自社ブランドを持った企業、質が高くきめ細かなサービスを提供する企業

が数多く存在し、業種の垣根を越えた共同開発や取引など有機的なつながりが形成され

ています。そのことが、新たな事業を生み出す素地となっています。 

●競争力の高い企業の集積によって、製造業の市外への出荷額は好調で、また、市内にお

ける取引や共同開発が活発であるため、関連企業への波及効果も大きいものとなってい

ます。 

●地元和歌山産の農産物や水産物、魅力的な商品・サービス等が充実し、市民の市産品に

対する愛着もあるため、市内消費が活発に起こっています。また、６次産業化によって、

農水産物の関連商品が生み出され、市外へ多く出荷されています。 

●本市の観光資源の良さを市民が認識し、愛しています。そして、本市独自の魅力が国内

外に伝わり、多くの観光客を惹きつけることで、観光業は本市の成長を牽引する産業の

一つになっています。 

●「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼ぶ好循環が確立されており、若

者から高齢者まで生き生きと働くことができる環境が整っています。 

また、インフラ整備が進み、まちに賑わいが生まれ、便利で快適な暮らしが実現してい

ます。 
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２ 基本目標 

市外から稼ぐ力強い産業の集積、市内における地元産品等の活発な消費、魅力的な観光資

源等の創出、雇用環境の充実と魅力的なまちといった、目指すべき姿を実現するため、本市

の産業振興の方向性を次の３つに集約し、基本目標として設定します。 

 

 

 

 

 

（１）域外から稼ぐ力の強化と域内経済の好循環の創出 

地域経済は、地域外を主な市場とする域外市場産業と、地域内を主な市場とする域内市場

産業に分けることができます。域外市場産業の主なものとしては、地域外への出荷が多い製

造業や農業、地域外から人を呼び込む観光業があり、域内市場産業の主なものとしては、地

域住民に密着し対面型で商品やサービスを提供する小売業、医療福祉などの各種サービス業

があります。 

域外市場産業が地域外から資金を稼ぎ、その資金が所得として地域住民の消費の元手とな

り、域内市場で消費されることによって、域内市場産業が潤い、そこで働く住民の所得につ

ながり、更なる域内消費の拡大、域内市場の発展につながっていくというのが、大まかな地

域経済における資金の流れです。このような資金の流れを円滑にしていくことが、地域経済

の発展にとって重要です。 

域外から稼ぐ力の観点から本市の特性を見ると、本市の強みは、競争力の高い製造業であ

ると言えます。一方で、同じ域外市場産業である農業や観光業については、ポテンシャルは

あるものの、製造業のように強い産業とまではなっていません。製造業の強みを持続的に発

展させるとともに、すそ野の広い観光業等の活性化を図り、産業全体の稼ぐ力の強化を目指

します。 

また、域内経済の観点から本市の特性を見ると、本市の弱みは、域内市場産業の大部分を

占めるサービス産業の労働生産性と開業率が全国平均よりも低いことです。労働者一人当た

りの付加価値である労働生産性が低いことや、新たな事業の創出が少ないということから、

域内市場産業が、地域住民の求める十分な商品やサービスを提供できておらず、その分、域

外へ消費が流出していること、従業者一人当たりの給与水準が低いこと、事業の健全な新陳

代謝が起りにくく効率のよくない事業が継続していることなどが推測されます。このような

本市の弱みを克服し、域内経済の好循環の創出を目指します。 

 

 

① 域外から稼ぐ力の強化と域内経済の好循環の創出 

 

② 和歌山市の特性を活かしたブランドの確立 

 

③ 働きやすく、住みよいまちの実現 

 



 Ⅳ 和歌山市の産業の目指すべき姿 

- 37 - 

 

 

 

 

 

（２）和歌山市の特性を活かしたブランドの確立 

これからの人口減少社会においては、縮小していく人口を各自治体が取り合うような激し

い競争が起こると考えられ、人・企業・資金など地域経済を支える様々な要素がより魅力あ

るところに流れていく傾向が顕著になると予想されます。 

このような時代を乗り切るためには、地域資源の特性を最大限に活用し、本市の魅力と評

価を高め、他の地域との差別化を図ることができる地域としてのブランドを構築する必要が

あります。 

また、事業者が、他との差別化、認知度の向上、自社に有利な価格決定などにつながるブ

ランド力の高い製品・サービスを創出することが、本市産業の競争力の底上げには必要です。 

まちのイメージ、産業のイメージを、多くの人々に魅力あるものとしてはっきりと浸透さ

せていくことができるよう、和歌山市におけるブランドの確立を目指します。 

（３）働きやすく、住みよいまちの実現 

本市では、進学・就職を機に市外に出た若者が、そのまま市外に定住してしまうことが多

く、人口の転出超過が続いてきました。また、平成１５年からは死亡数が出生数を上回る自

然減によっても人口が減少しています。 

観光客の誘客等による交流人口の増加とともに、多くの人々が本市で働き、生活すること

で、産業の持続的な発展を進めていく活力が生まれてきます。 

産業の発展を支える活力の維持を図るため、働きたい人にとって働きやすい環境、魅力的

な生活ができる住みよさ、事業者にとってメリットを感じることができる環境が整ったまち

の実現を目指します。 

（出所）経済産業省資料 

資金の流れ ④所得

①域外から
の売上

②所得 ③消費

域外市場
産業 地　域

住　民

域内市場
産業

製造業、農業、

観光など

小売業、生活関連

サービスなど

域外

図表４－１ 地域経済の模式図 

➀製造業の会社が地域外に製品を販売し、売上を得る。➁会社が従業員に給料を支払う。 

➂地域住民が地元のスーパーで買い物をする。    ➃スーパーが従業員に給料を支払う。 

その後➂➃を繰り返して、域内需要が拡大する。 
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Ⅴ 和歌山市の産業戦略 

１ 戦略の概要 

本市の産業の状況や今後の目指すべき姿を勘案し、基本目標を達成するために必要な取組

みを考え、「既存産業の更なる成長促進」、「新事業創出と産業間連携等の促進」、「観光の稼ぐ

力の強化」、「産業を支える「ひと」の確保と「まち」の形成」の４つのテーマを定めます。

これらは相互に関連し合い、相乗効果をもって産業振興に寄与するものです。 

また、基本条例の「地域資源を最大限に活用する」との視点も必要です。地域資源に関し

ては、それぞれの分野で利用されるに留まり効果的な運用が図られていません。産業振興に

おいて地域資源の横断的かつ積極的な活用が図られることで、新たな製品やサービスなどが

多く生み出されます。また、住んでいる私たち自身が地域資源・まちの良さを知り、誇りや

愛着を持つきっかけにもなり、市民や事業者間の連携意識の向上、まちの魅力を国内外へア

ピールできる素地の醸成へとつながります。このことが、更に新たな製品やサービスの創出

につながっていくというように、地域資源の効果的な活用によって、産業振興における好循

環を期待することができます。 

これらのことから、上記の４つのテーマに基づき、地域資源の活用を基礎とした必要な取

組を産業戦略として構築し、今後の施策を実施していきます。 

 

テーマ① 既存産業の更なる成長促進 

  【１－１】製造業の強みを次世代に引き継ぐための中核的企業の発掘と成長促進 

  【１－２】歴史と伝統ある産業の持続的な発展を目指すためのブランド化   

  【１－３】地域の生活を支えるサービス産業の生産性向上 

テーマ② 新事業創出と産業間連携等の促進 

  【２－１】生活を豊かにする新ビジネスの創出と創業者の育成 

  【２－２】和歌山の特産品・特性を活かしたコラボレーションの促進   

  【２－３】和歌山の魅力を総動員した企業立地の推進 

テーマ③ 観光の稼ぐ力の強化 

【３－１】地域資源の再評価等によるブランド力の強化と観光資源の創出 

  【３－２】和歌山観光の効果的プロモーションによる滞在型観光の促進 

  【３－３】外国人観光客の誘客拡大 

テーマ④ 産業を支える「ひと」の確保と「まち」の形成 

  【４－１】和歌山を愛し、暮らし働く人材の育成・確保 

  【４－２】女性・高齢者など誰もが働きやすい環境づくり 

【４－３】産業を支えるまちづくりの推進 

戦 
 

略 

戦 
 

略 

戦 
 

略 

戦 
 

略 
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２ テーマ① 既存産業の更なる成長促進 

 

戦略１－１ 製造業の強みを次世代に引き継ぐための中核的企業の発掘と成長促進 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として成 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 ◆発掘にあたっては、地域経済への影響力を鑑み、事業所数・従業員数・付加価値額に 

ついて、本市製造業における割合が高い業種を中心に行うこととする。 

 ◆産業関係団体、金融機関、県工業技術センターなど企業のホットな情報をいち早く得 

ることができる者との協働により対象企業を選定する。 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

  本市は戦前から南海の工都と呼ばれ、伝統的な地場産業と重化学工業の発展とともに成長

してきた製造業中核型の都市です。この特色と強みを次世代に引き継いでいくために、製造

業の持続的な発展を促していく必要があります。 

 本市の製造業は、鉄鋼業等の大企業とともに、高い技術力を持った中小企業により支えら

れてきました。製造業の発展のためには、これらの企業の活躍が今後も続くことはもちろん

のこと、市内企業から多くの部品等を仕入れて加工製造し、多くの製品を市外へ出荷するコ

ネクターハブ企業、独自の技術力や製品により高い競争力を誇るニッチトップ企業やオンリ

ーワン企業など、本市の経済への波及効果や影響力が大きい新たな中核的企業の出現が必要

です。   

【戦略の内容】 

１ 企業情報とニーズの積極的な収集 

  企業訪問を積極的に行うとともに、産業関係団体、協力協定を結んでいる金融機関等と連

携することにより、本市の産業振興の基礎となる企業情報の収集を強化します。本市経済を

牽引している大手企業の動向を把握し、その活動の円滑化を図ります。また、収集した中小

企業情報をもとに、タイムリーな支援策や支援対象企業の検討を行います。 

２ 中核的企業等の発掘 

（１）関係機関との協働等 

地域の中核的企業として成長が見込まれる企業を発掘するため、産業関係団体等との協働

により対象企業を選定します。国の統計データ等を最大限に活用することで、本市の経済へ

の波及効果等の客観的な分析を行い、効果が高いと考えられる企業を優先的に選定していき

ます。 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業候補など、地域の中核的企業として

成長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していきます。 

 

◆対象企業の発掘、支援にあたっては、産業関係団体、金融機関、県など企業情報をいち

早く得ることができる機関と協働します。 

 

◆企業の成長性の高さとともに、地域経済への波及効果の大きさによって、優先順位をつ

けて支援していきます。 
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（２）想定される企業 

対象企業には、次のようなものを想定しています。 

・コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業の候補となる企業 

・コネクターハブ企業に高付加価値な材料等を供給する企業群 

・革新的なチャレンジや独自の技術により高い付加価値を生み出す企業 

・他業種、他企業との融合により新たな付加価値を生み出す企業 

・高い感度や感性を持ち、企画提案型で自社ブランドの製品を開発する企業 

 

 （参考）県が重点的に推進すべきと考えている分野 

①ロボット等加工・組立技術分野、②化学分野、③医療・福祉分野、 

④バイオ・食品分野、⑤エネルギー・環境分野、 

⑥ＩＴ・ソフトウェア・通信技術分野、⑦農業・林業・水産業分野 

⑧航空・宇宙分野     

 （出所）和歌山県「第二次和歌山県産業技術基本計画」 

３ 対象企業への集中的な支援 

本市の中核的企業として発展が見込まれる企業について、新たなビジネスチャンスの創出

等により成長の促進を図るため、新製品の開発、販路開拓、他企業との連携（点在している

優れた企業のマッチングなど）に関して、国や県の施策の活用を含めた支援に取り組みます。
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戦略１－２ 歴史と伝統ある産業の持続的な発展を目指すためのブランド化 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として成 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

 伝統ある産業として集積している繊維、木材、家具、皮革などの地場産業は、江戸時代に

興った産業の流れを汲むもので、明治期にこれらの関連産業が多く派生しました。戦後の経

済成長とともに大きく発展しましたが、海外との厳しい競争を経て最盛期と比べると生産額

は縮小しています。これらの地場産業は、従業員３０人未満の小規模事業者が多く、全体と

して強い経営基盤を持っているとは言い難い状況です。 

長い歴史を持つこれら地場産業の集積は、地域資源の一つと言えます。今後も魅力ある産

業集積として持続していくには、海外製品等との差別化を図り、厳しい競争に打ち勝ってい

かなければなりません。 

 そのためには、より技術力やデザイン性等を高めた付加価値の高いものづくりを目指す必

要があります。規模の経済が働きにくい中小企業にとって、付加価値を向上させる戦略は特

に重要です。また、磨いた技術力やデザイン力等をもって生み出した製品を自社ブランドや

地域ブランドとして世に送り出していくことが、付加価値の更なる向上のために求められて

います。 

【戦略の内容】 

１ 付加価値の向上を図る地場産業への支援 

（１）付加価値の高いものづくりの促進 

 繊維、木材、家具、皮革などの地場産業について、独創的・革新的な技術開発、デザイン

性や機能性の高い製品の開発、新機能を持った製品の開発等を促進します。 

これら付加価値の高いものづくりを、県工業技術センターや和歌山大学等の研究機関との

連携のもとで支援し、競争力の向上を図ります。 

（２）販路開拓等への支援 

見本市や展覧会への出展、その他ＰＲの強化によって、認知度の向上を図るとともに、京

奈和自動車道や第二阪和国道の完成による新たな経済圏との結びつきが生まれる時機を捉え

て、新たな市場での販路開拓を支援します。 

◆繊維、木材、家具、皮革などの地場産業が、競争力を持った産業として持続していくこ

とを目指し、付加価値を高めるためのブランド化等を促進します。 

 

◆独創的、革新的な技術等によるものづくり、販路開拓への支援に取り組みます。 

 

◆特に、企画提案型で自社ブランド・地域ブランドの創出を図る企業を積極的に支援しま

す。 
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 また、県やジェトロ（日本貿易振興機構）と連携しながら海外の展示会への出展等も支援

し、海外への販路開拓を促進します。 

２ 自社ブランド等の創出支援 

 市内の地場産業には、高い技術力を武器に、国内外の大手企業に素材や部品等を供給して

いる企業が数多くあります。しかし、今後より厳しい海外企業等との競争が予測される中で、

自らが企画提案して完成品を開発し、それを自社ブランドや地域ブランドによって売り出し

ていくことも重要となります。 

自社ブランド等によるものづくりは、付加価値や認知度の向上、取引先の広がり、自社に

有利な価格決定などにつながります。自己決定権が拡大することで、経営の自由度も高まり

ます。 

県工業技術センターや金融機関等との協働によるブランド戦略の構築支援や異業種間のコ

ーディネート等の実施、また、国等の支援策との連携によって集中的な支援を行い、自社ブ

ランド等の創出を図ります。 
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戦略１－３ 地域の生活を支えるサービス産業の生産性向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

 本市経済は、域外から多くの資金を稼ぐ製造業と、産業全体の付加価値の約６割、従業者

数の約７割を占めるサービス産業が両輪となり支えています。 

 サービス産業は、対面型の事業形態が主であるため多くの雇用を創出し、また、住民の日

常生活と密接に関連したサービスを提供する身近な業種です。本市はこのサービス産業の労

働生産性が、他都市と比べて低い状況です。 

 これは、サービス産業の従業者一人当たりが生み出す付加価値額が他都市よりも低いとい

うことであり、その分従業者に還元される給与も低い水準となり、その結果、消費に多くの

資金が回ってきません。また、付加価値額が低いということは、域外のサービス産業に売上

を奪われている、つまり、消費が流出していることも考えられます。さらに、人材活用の面

から見ると、効率的に人材を活用できていないと言え、今後の人口減少社会において発生す

る働き手不足という問題に対して、十分に対応できない恐れがあります。これらのことから、

サービス産業の生産性を向上するための取組が必要です。 

 

【戦略の内容】 

１ 地域資源の活用による域内消費の拡大 

本市には歴史、文化、自然、産業など多くの地域資源があります。この貴重な地域資源か

ら生み出される商品やサービスを活かして、域内における消費拡大と、域外への消費流出の

抑制を図ります。 

市民に対し、地元の農水産物やサービス等の魅力をアピールするなど、地産地消を推進す

るとともに、市の調達制度においても、市産品を優先的に活用する施策に取り組みます。多

くの観光客を誘客し、魅力的な商品やサービスでおもてなしをすることで、宿泊業・飲食サ

ービス業をはじめとした幅広い分野に及ぶ観光消費の拡大も図ります。 

また、本市の強みであるものづくりの技術を活かし、例えばロボット技術を介護サービス

に応用するなど、製造業とサービス産業の融合によるサービスの高度化を図ります。これに

より異業種の地元企業間における取引の活性化を促します。 

◆本市の雇用や生活等を支えているサービス産業の労働生産性を向上させるため、付加価

値の増加や業務の効率化を促進します。 

 

◆地域資源の活用による域内消費の拡大、先進的な取組事例の活用促進に取り組みます。 

 

◆商業、医療・福祉など、サービス産業の分野ごとの課題の解決を図ります。 
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２ 先進的な取組事例の学び   

サービス産業は、概ね市場が域内に限られるといった特性により、製造業と比べて競争が

起こりにくい面があり、労働生産性は事業者によって大きく異なっていると言われています。

このため、労働生産性の向上には、他の事業者の先進的な取組を学び、取り入れることが効

果的です。 

事業者に、国が紹介する先進的な取組事例等の学びを促し、自らの経営改善に役立てても

らうことで、商品・サービスの高付加価値化、業務の効率化等を図ります。 

３ 地域商業の維持と活性化 

 対面型の事業形態である商業（主に小売業）の活性化は、人の集まりや流れの量に大きく

影響を受けます。人口の拡散や減少とともに、人が集まる魅力的な商業集積が衰退し、その

一方で、郊外型の大規模店舗の出店は増加してきました。しかし、商業全体の底上げや、生

活の利便性の維持には、住居に近接した場所に地域に根差した商業機能があることが必要で

す。今後の居住の受け皿をいくつかの地域拠点へ集約し、人口密度を高め、地域商業機能の

維持を図ります。 

また、商業事業者の経営努力による付加価値と効率性の向上も必要です。例えば、高齢者

向けの移動販売の実施、個店の魅力を高めた集客力の向上、ＩＣＴ1)の活用による効率化など、

多様なニーズへの対応やサービスの差別化等に関する取組を促進します。 

４ 医療・福祉産業の人材育成と効率化 

日本創生会議2)は平成２７年６月、今後１０年間で東京圏の７５歳以上の高齢者が急増し、

深刻な医療・介護サービス不足に陥るとして高齢者の地方移住を提言しました。その移住先

として医療介護体制が整っている地域の一つに本市が挙げられています。しかし、体制は整

っているものの、人手不足が続き、労働生産性は全国平均を下回っている状況です。 

医療・福祉産業では、高齢化率の上昇により需要が増大し、今後も人手不足が見込まれる

ため、優秀な担い手の確保を図るとともに、ＩＣＴやロボット技術の活用による業務の効率

化、医療と観光の融合など他の産業との連携等による付加価値の増加を促進し、労働生産性

の向上、一人当たりの賃金の上昇を図ります。  

 
1) Information and Communication Technology の略、情報通信技術のこと。 
2) 平成２２年５月に発足した産業界労使や有識者等による政策発信組織のこと。日本が抱える課題について長期的な視点から

考え、人口減少問題等への政策提言を行っている。 
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３ テーマ② 新事業創出と産業間連携等の促進 

 

戦略２－１ 生活を豊かにする新ビジネスの創出と創業者の育成 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

 本市は、開業率と廃業率がともに全国平均よりも低く、産業の新陳代謝が進みにくい状況

にあります。新規創業が少なく、新たな企業が生まれにくいことは、地域経済の縮小やまち

の魅力の低下につながる恐れがあることから、創業者の育成や事業承継の円滑化、第二創業

の動きの活性化に向けた取組が必要です。 

また、少子高齢社会を迎えて税収が減っていく一方、地域住民のニーズは細分化・多様化

が進み、行政のみでは対応することが難しくなってきています。そのようなニーズに柔軟か

つ機動的に対応するため、企業をはじめ様々な主体によって地域や高齢化の問題等による社

会的課題を解決するサービスの提供が必要とされています。また、企業にもＣＳＲ1)を発展

させたＣＳＶ2)が求められるようになってきています。このようなビジネスが生まれること

は、地域における新たな創業や雇用機会の創出だけでなく、地域住民の住みやすさの向上や

生き甲斐を得る場の形成にもつながります。 

 

【戦略の内容】 

１ 創業の各ステージにおける切れ目のない支援 

平成２７年２月に認定された和歌山市創業支援事業計画に基づき、各関係機関と連携し、

創業前から創業後に至るまでの各ステージに応じた切れ目のない支援に取り組みます。創業

に関する窓口相談、創業支援セミナー、金融支援、販路開拓支援、異業種交流の場の提供な

どの取組を実施します。  

 
1) Corporate Social Responsibility の略、企業の社会的責任。 
2) Creating Shared Value の略、共通価値の創造。企業が事業活動を通じて社会的な課題を解決していくことにより、経済的な

価値も創造しながら社会的な価値も創造すること。 

◆意欲ある創業者や既存企業が新たに取り組むビジネス（第二創業）を支援し、新事業の

創出を図ります。 

 

◆少子高齢化や人口減少といった社会状況を踏まえ、女性やアクティブシニア層の創業支

援に取り組みます。 

 

◆市民生活がより豊かなものとなるよう、社会的課題を解決するビジネスへの支援に取り

組みます。 



Ⅴ 和歌山市の産業戦略 

- 48 - 

 

２ 既存企業が新たに取り組むビジネス（第二創業）への支援 

 国等の補助制度の活用、県工業技術センターとの連携等を通じて、既存企業が自社の技術

を活かして新たな事業分野へ進出するための技術開発を促進します。また、新商品の販路開

拓を目的とした認定事業、クラウドファンディング活用支援事業など、既存企業の新たなビ

ジネスの拡大を支援します。 

３ 女性やアクティブシニア層への創業支援 

新規創業は、女性にとっては社会進出するため、アクティブシニア層にとっても生きがい

を持って生活していくための手段の一つとなります。また、これまで社会進出していなかっ

た女性やアクティブシニア層の創業を促すことは、地域経済の活性化の面でも効果が期待さ

れます。女性やアクティブシニア層の創業を促進するため、融資に伴う利子補給などの支援

を行います。 

４ 社会的課題を解決するビジネスへの支援 

 関係機関と協力してセミナー等を開催し、社会的課題を解決するビジネスが必要とされて

いる背景とその重要性を周知するとともに、事業に関するノウハウを提供することで、企業

や地域住民をはじめとする様々な主体によるコミュニティビジネス・ソーシャルビジネスの

創出を促進します。 

 また、コミュニティビジネス・ソーシャルビジネスの全国での成功事例をもとに、本市に

おいて必要な支援策について検討を行います。 
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戦略２－２ 和歌山の特産品・特性を活かしたコラボレーションの促進 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

 本市の経済を成長させていくためには、個々の企業の成長はもちろんのこと、産業の強み

や特性を活かした効果的な取組を進めていかなければなりません。 

農林水産業については、本市産業における付加価値の割合が小さく、域外から稼ぐ力を強

化するためには、生産量の拡大や６次産業化等を進めていく必要があります。製造業におい

ては、繊維工業や化学工業などの地場産業の集積といった本市の特性を活かした連携を進め

ることで、付加価値の向上につながる可能性があります。 

平成２４年にニット業界大手である株式会社島精機製作所と和歌山大学、和歌山県立医科

大学の連携により「医療用三次元計測装置」が開発され、平成２７年にはＮＫワークス株式

会社と和歌山県立医科大学の共同研究により「３次元電子マット」が開発されるなど、近年

は医工連携による商品開発も進められているところです。本市の産業全体において、産業間・

産学金官等の連携を促進することにより、新たなイノベーションが起こりやすい環境づくり

を進めていくことが重要です。 

 

【戦略の内容】 

１ 農林水産業の６次産業化の促進 

（１）県内の特産品を取り込んだ６次産業化 

本市の特産品である「しょうが」、「だいこん」、「マダイ」などに加え、県内で大きな生産

量を誇る果実を対象とした６次産業化を進めます。日頃関わることの少ない第１次産業者と

第２次、第３次産業者とのマッチングやネットワークづくりを支援することで、資金やノウ

ハウを持つ第２次、第３次産業者が中心となった６次産業化を促進します。 

（２）果実等加工のための集積拠点の検討 

近年、本市の交通インフラが充実し、アクセス性が向上してきていることを活かし、６次

産業化に向けた取組の一つとして、市周辺の果実等をまとめて加工し、市外に出荷できるよ

◆特産品や特性を活かしたコラボレーションを促進し、新たなイノベーションが起こりや

すい環境づくりを進めます。 

 

◆本市の特産品のほか、県内で大きな収穫量を誇る果実等を含めた農林水産業の６次産業

化を促進します。 

 

◆異業種交流の機会をつくるとともに、市もコーディネーター役となって企業間・産業

間・産学金官の連携を促進します。 
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うな食品工場等の集積の可能性を検討します。 

２ 異業種交流等による企業間、産業間及び産学金官連携の促進 

 本市の特性である化学、繊維、皮革といった地場産業の集積を活かした製造業等の企業間

連携による共同受注や新商品開発等を支援し、付加価値の向上と市内企業間における取引の

増加を促します。 

また、関係機関と連携しながら、市外企業や教育研究機関を含めた異業種交流の場の提供、

企業訪問等によるコーディネーター機能の強化を図ることで、企業間・産業間・産学金官連

携を促進し、新たなイノベーションが起こりやすい環境づくりを進めます。 

これらの連携にあたっては、国や県の補助制度等も効果的に活用しながら、事業半ばで頓

挫することのないよう、期間、各主体の役割、具体的目標等が定められた実現性の高い事業

の実施を図ります。 

 

各関係機関との産業分野での連携状況 

平成２７年４月   紀陽銀行と 

「産業振興に係る連携協力に関する協定」締結 

    ９月 和歌山商工会議所・和歌山大学との三者間で 

「地域産業振興連携協定」締結 

     ９月 きのくに信用金庫と 

「産業振興に係る連携協力に関する協定」締結 

１１月 日本政策金融公庫和歌山支店と 

「産業振興に係る連携協力に関する協定」締結 
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戦略２－３ 和歌山の魅力を総動員した企業立地の推進 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

 企業立地の推進は、雇用の増加や既存産業への波及効果、産業集積による競争力強化など、

産業の発展に大きく寄与することが見込まれます。 

 現在、第二阪和国道や京奈和自動車道の整備が進められ、本市から大阪・奈良・京都・名

古屋などの各方面へのアクセス性が向上することは、本市が企業立地を推進する上で大きな

魅力の一つとなります。 

この好機を逃すことなく、効果的な企業誘致活動、企業支援体制の整備を総合的に推進し、

市外からの企業誘致に加え、既存市内企業の事業拡大の際にも市内に立地してもらえるよう

な取組や環境づくりを進めていく必要があります。 

 

【戦略の内容】 

１ 企業誘致活動の強化 

（１）企業誘致に関する情報収集と魅力発信の強化 

 企業立地にとって重要な産業・企業・技術などの専門的な情報を収集するため、金融機関

やシンクタンク等を活用するほか、企業立地アドバイザーの設置など市出身経営者や専門家

の助言を受けられる体制の整備を図ります。企業立地県市連絡調整会議の定期的な実施によ

る企業立地に関する情報共有など、県との連携強化も図ります。 

 また、交通アクセスや企業立地促進奨励金制度の充実といった魅力に加え、都市部と比べ

た暮らしやすさなど、多角的な視点から本市の持つ魅力を発信します。 

（２）首都圏での企業誘致活動 

本市にゆかりのある者が経営する企業、既存市内企業との取引関係がある企業など、本市

との関連性に着目してターゲットとする企業を選定した上で、本市東京事務所を拠点とした

首都圏での企業誘致活動を推進します。 

また、企業誘致活動にあたっては、平成２７年度に国の税制改正で創設された地方拠点強

◆本市の特性等を活かして誘致活動を強化するとともに、企業支援体制の整備を図ること

で、本市への企業立地を推進します。 

 

◆首都圏に本社を置く企業に対する誘致活動や本市の特性や産業振興の方向性に見合っ

た業種への誘致活動を実施します。 

 

◆産業集積ゾーニングの検討、ワンストップ窓口等による充実した対応など、企業立地を

推進するための体制整備を進めます。 
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化税制1)を効果的に活用していきます。 

（３）本市の特性や目指す方向性に見合った業種に対する誘致活動 

 関西国際空港に近いという立地の優位性や交通インフラの整備によるアクセス性の向上と

いった本市の強みを活かすことができる運輸業や製造業、空きビル等にオフィスを構えて新

たな産業・雇用を生み出す可能性のあるＩＴ関連業など、本市の特性や目指すべき産業振興

の方向性に見合った業種に対する誘致を進めます。 

２ 企業支援体制の整備 

（１）企業立地に関するワンストップ窓口 

平成２７年度から設置している企業立地に関するワンストップ窓口を活用し、建築、環境、

用地関係の届出や各種支援制度の申請など、企業立地に関する様々な行政手続きがスムーズ

に進むようにサポートし、諸手続きに要する時間の短縮化を図ります。 

（２）企業用地の確保（ゾーニング等） 

不動産事業者、金融機関等と連携して、空き工場、空きオフィス、空き地等をきめ細かに

情報収集し、事業者に情報提供を行います。 

また、平成３０年度に完成予定の（仮称）和歌山南スマートインターチェンジ周辺など、

新たな企業用地を創出するための産業集積ゾーニングの検討を行います。 

（３）市内企業の市外への流出抑制と市内での立地促進 

企業訪問等を通じて既存市内企業の市内での企業活動における課題を適切に把握し、それ

らの課題を集約して解決に努めるとともに、市がコーディネーターとして、既存市内企業と

市外からの新規立地企業との間の取引や共同開発が進むよう支援します。また、事業規模の

拡大を検討する市内企業の用地確保の協力も行うなど、既存市内企業の市外への流出を抑制

し、市内での立地を促進します。 

（４）新たな企業支援施策の検討 

 工業地域や工業専用地域に立地する特定工場にかかる緑地面積・環境施設面積の割合2)など

の規制緩和、本市と連携協定を締結している金融機関と協力した本市への立地企業に対して

優遇金利で長期融資を行える新たな制度創設など、企業立地環境の更なる充実に向けた施策

について検討します。 

 

 

 
1) 地方において本社機能を拡充する事業者（拡充型）、東京２３区から地方に本社機能を移転する事業者（移転型）が受けるこ

とができる税制上の優遇措置のこと。本市では移転型を対象としている。 

2) 敷地面積 9,000m2以上又は建築面積 3,000m2以上の工場（特定工場）の立地に関してある一定以上必要とされている、樹木

や芝など緑地の敷地に対する割合、緑地を含む屋外運動場等の環境施設の敷地に対する割合のこと。 
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４ テーマ③ 観光の稼ぐ力の強化 

 

戦略３－１ 地域資源の再評価等によるブランド力の強化と観光資源の創出 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として成 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

な 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

 本市には、城や寺社などの歴史文化財、海や山などの自然、高い技術力を誇る企業など、

数多くの地域資源があります。しかし、「どれも他のまちにもあるもの」と遠慮がちになり、

市外の人に魅力をうまく伝えきれていません。記紀神話に登場する多くの地名、万葉の時代

には都の人の憧れの地、自立心に富んだ雑賀衆の活躍、徳川御三家の城下町といった魅力あ

る長い歴史を持ち、陸奥宗光や松下幸之助といった多くの偉人などを輩出している本市は、

まだまだポテンシャルを活かしきれていないと考えられます。 

 自分たちのまちの魅力をもう一度洗い出して再評価するとともに、新しい価値を見出し、

魅力ある観光資源として強くアピールできるよう、磨き上げていくことが必要です。 

 

【戦略の内容】 

１ 地域資源の再評価とストーリーづくり 

 和歌山大学、鉄道事業者、旅行会社等の関係機関と連携し、歴史、文化、自然、産業、食

等の地域資源の洗い出しと再評価作業を行います。再評価した地域資源をテーマ別、体系的

に整理し、組み合わせたストーリーづくりを行います（紀州徳川・雑賀衆・和歌の浦万葉・

記紀神話・役行者の修験道などの歴史の魅力、マリンスポーツや青石の海岸美といった海の

魅力、歴史ある和菓子・農産物・海産物・ラーメンなどの食の魅力、ものづくりの魅力、農

業漁業体験の魅力）。 

また、ストーリー化した地域資源について、魅力的な観光滞在プログラム、着地型旅行商

品1)へと深化させるとともに、日本遺産の認定も目指すことで、本市の観光ブランド力の強化

を図ります。 

 
1) 出発地である都市部等の旅行会社が企画する「発地型旅行商品」に対し、目的地に所在する旅行会社等が企画する旅行商品

のこと。地元ならではの独自性の高い商品を提供することができる。 

◆歴史、文化、自然、産業などの地域資源を洗い出して再評価や整備等を行い、ブランド

力の強化と観光資源の創出を図ります。 

 

◆地域資源の新しい価値を見出すためのストーリーづくりを行います。そのための基盤と

して、官民一体となったＤＭＯの整備等を進めます。 

 

◆地域資源の魅力を向上させる整備や観光インフラの整備等を行い、観光資源としての磨

き上げを行います。 

 



Ⅴ 和歌山市の産業戦略 

- 54 - 

 

２ 地域資源に対する誇りや愛着の醸成とＤＭＯの整備 

ストーリーで結び付けられた地域資源について、市民、事業者、産業関係団体、教育機関

等への積極的な周知を行い、地域資源に対する誇りや愛着の醸成を進めていくことで、市全

体としての情報発信力の底上げを図ります。 

また、旅行会社や観光客に対するワンストップ窓口や観光地域づくりを担う主体として、

ＤＭＯ1)の整備を官民一体となって進めていきます。 

３ 魅力ある観光資源への磨き上げ 

 ストーリー化した地域資源を魅力的な観光資源として売り出していくため、必要となる整

備等を実施します。 

 多様なニーズに対応するためのホテルの誘致、和歌山城二の丸御殿や岡公園・扇の芝等の

周辺整備、和歌浦や加太を含めたサイクリングロードの整備、中央卸売市場の観光市場化、

夜間観光のためのライトアップやイルミネーションの効果的な活用、統合型リゾート2)（コン

ベンションセンターを含む。）の検討、鉄道主要駅など交通拠点と観光地を結ぶ二次交通の充

実、その他観光インフラの整備等を行い、魅力ある観光資源への磨き上げを図ります。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 
1) Destination Marketing/Management Organization の略。地域全体の観光マネジメントを行い、着地型観光商品の開発や観光

地域づくりを推進する組織のこと。 
2) 国際会議場・劇場・ホテル・ショッピングセンター・娯楽施設等にカジノを含んだ大型観光施設のこと。海外から富裕層を

中心に多くの観光客を呼べるとされている。 
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戦略３－２ 和歌山観光の効果的プロモーションによる滞在型観光の促進 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として成 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

  観光資源が磨き上げられると、次はこれをいかに効果的に売り出すことができるかが重

要となります。そのためには、ホームページや映像アーカイブなどによる充実した情報発

信、都市部におけるキャンペーン、県内や広域道路網で結ばれる他都市との連携等による

誘客プロモーションが必要です。 

また、県内の有力な観光地と比較すると、本市は宿泊客の割合が低く、日帰り客の割合

が高くなっています。これは比較的近距離にある大阪などの都市部からの観光客が多いこ

とによるものですが、より長く滞在する観光客のほうが消費額も多くなる傾向にあります。

観光消費による経済効果を勘案し、日帰り客の市内滞在時間の延長や宿泊客の増加を図る

など、滞在型観光を促進していくことが必要です。 

 

【戦略の内容】 

１ 効果的な情報発信等によるプロモーションの実施 

（１）効果的な情報発信 

テレビ、新聞、雑誌、インターネット等の各種メディアを効果的に活用するとともに、本

市の観光情報を広く県外に発信してもらうために委嘱している観光発信人制度等の効果的な

運用を図り、本市の観光資源の魅力を積極的に発信します。事業者や県、近隣市町村とも連

携しながら、首都圏等における誘客活動やロケ誘致なども行います。 

また、観光客の行動の段階（計画、移動、観光）に合わせた、きめ細かな情報提供の手法

を検討し、誘客に結びつく実効力の高い情報発信を行います。 

（２）ＤＭＯによる情報発信等 

ＤＭＯが、地域資源を活用した着地型旅行商品の提供者（宿泊施設、飲食店、農業関係者、

漁業関係者、商工業者、ＮＰＯなど）と旅行会社や観光客とをつなぐワンストップ窓口とな

り、一元的な情報発信や地域一体による魅力的な旅行商品の販売を行います。 

◆和歌山観光の効果的なプロモーション等を実施し、本市への滞在型観光客の誘客を図り

ます。 

 

◆ＤＭＯ等による効果的な情報発信、広域的な観光地との連携や広域観光ルートの創出な

ど、誘客に結びつくプロモーションを実施します。 

 

◆日帰り観光客の滞在時間の延長や、宿泊客を増加させるためのしかけづくりを行いま

す。 
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２ 広域連携によるプロモーションの実施 

（１）県内観光地との連携、ベースキャンプ化 

県内には、世界遺産である高野山と熊野古道、全国有数のリゾート地である南紀白浜、果

樹生産が盛んな紀の川市、風光明媚な海岸線、緑豊かな山々など、魅力的な観光地が数多く

あります。これらの観光地と連携した広域観光ルートの構築を図ります。 

また、本市はホテルなどの宿泊者の収容能力が高く、県内のどこへ行くにも便利な位置に

ある交通の結節点となっていることから、本市を拠点に県内各地の観光地を訪れるというよ

うな、和歌山観光のベースキャンプ地としての役割を目指します。 

（２）県外の観光地と連携した広域観光ルートの創出 

県内の観光資源だけではなく、県外他都市の観光地との連携を図り、本市への誘客を推進

します。 

京都、大阪、神戸を結ぶ観光ルートは有名ですが、京奈和自動車道の整備により、京都、

奈良、和歌山を結ぶルートの利便性が高くなりました。この３つの府県はいずれも世界遺産

を有しており、奈良県では京都から和歌山港までを結ぶ広域周遊自転車道「京奈和自転車道」

の整備も検討されています。県内の世界遺産がある高野山から少し足を伸ばせば本市へ到達

するため、内陸部では得られない本市の海の魅力を訴求することによって誘客し、京都と本

市を結ぶ新たな観光ルートの創出を図ります。 

また、同じく本市と三重県や愛知県を結ぶルートも便利になるため、記紀神話などのテー

マを活用した本市と奈良と伊勢志摩の連携による新たな観光ルートの創出なども検討します。 

３ 滞在型観光のしかけづくり 

効果的なプロモーションにより、観光客の誘客を図るとともに、観光客が長く滞在し、お

金を落としたくなるようなしかけづくりを行います。 

観光コンシェルジュ機能の構築や夜間の観光を楽しむための取組（イルミネーションやラ

イトアップ、飲食店ガイド等）を進め、観光客が楽しみ滞在しやすい環境づくりを行います。 

また、和歌山城、友ヶ島などポイントとなる観光資源から周辺地域を含む面としての魅力

づくり、朝市や早朝の漁業・農業体験など前日の宿泊が必要となるプログラムやマリンスポ

ーツを講習込みで体験できるプログラム等の構築など、滞在型観光の創出に向けた取組を行

います。  
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戦略３－３ 外国人観光客の誘客拡大 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として成 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

  平成２５年に１，０００万をはじめて超えた訪日外国人数は、平成２６年は１，３４１

万人、平成２７年は約１,９７４万人1)と大幅に増加してきました。また、一人当たりの旅

行支出も増加しており、平成２７年は前年比１６．５％増の１７万６千円 1)となっていま

す。 

人口減少に伴い、地域経済における需要の減少が予想されますが、需要の減少により地

域経済の規模が縮小すると、日常生活に必要不可欠なサービスも失われていく恐れがあり

ます。これに対して、年々増加している訪日外国人を本市に多く誘客することで、需要の

縮小を補完する役割を期待することができます。 

本市は、本市独自の魅力を向上させて他都市との差別化を図るとともに、県内の観光地

と連携し、県全体の魅力も打ち出していくことで、多くの外国人観光客の誘客を実現して

いかなければなりません。 

 

【戦略の内容】 

１ ターゲットの設定 

 本市には、中国、台湾、香港、韓国等のアジア諸国、米国、英国、仏国等の欧米諸国など、

様々な国の人々が訪れていますが、その内訳を見ると、アジア諸国からの外国人が大部分を

占めています。一方で、県内には、欧米諸国の観光客が多く訪れている高野山のような地域

もあります。このような地域から本市への誘導が実現すれば、新たな観光消費を獲得するこ

とができます。外国人観光客の国別のニーズや消費動向を分析し、より多くの観光消費を生

み出すためのターゲット設定を行います。 

２ 外国人の受入体制の整備 

（１）ニーズを捉えた観光資源の整備等 

日本人とは違った外国人のニーズの多様性や視点を的確に捉え、本市を目的に訪れたくな

るような魅力的な観光資源の整備や、消費喚起と消費単価の向上につながるサービスの創出

 
1) 平成２８年１月１９日観光庁発表の訪日外国人消費動向調査結果より。 

◆外国人観光客の国別の観光動態を分析し、より多くの観光消費を実現するためのターゲ

ット設定を行った上で、誘客拡大のための取組を進めます。 

 

◆外国人が魅力と感じる観光資源の整備、滞在しやすい環境の整備等を図ります。 

 

◆外国人への効果的な情報発信の強化、誘客へのしかけづくりに努めます。 
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を図ります。 

また、富裕層の外国人などのより高度なニーズに応えることができるように、本市でしか

得られないような新たなサービス等の検討も行います。 

（２）滞在しやすい環境の整備 

 外国人観光客が困ることなく快適に滞在できるように、無料Ｗｉ-Ｆｉ1)スポットの整備、

外国語表記の案内板の設置、多言語パンフレットの作成、案内窓口の設置等を進めます。 

 また、市内の飲食店や商業施設において、外国人観光客が買い物や食事をしやすい環境を

つくるため、多言語コミュニケーションボードや写真付き多言語表記メニューの設置、免税

店の拡大、外国人向けのカード決済システムの整備などを働きかけていきます。 

３ 外国人への誘客活動の強化 

（１）効果的な情報発信等 

外国人向けのホームページコンテンツの充実（質を落とさない多言語化など）や、ＳＥＯ

対策2)などによるホームページへの誘導、ＳＮＳ等を活用した情報発信の強化を行うとともに、

海外における商談会や旅行博覧会に参加し、旅行商品の造成の働きかけや誘客に向けた積極

的な広報活動を行います。 

また、ゴールデンルート（東京－箱根－富士山－名古屋－京都－大阪などの主要観光ルー

ト）からの誘導や、セカンド・ビジット（２度目以降の訪日）の観光客をターゲットとした

情報発信など、効果的なプロモーションを検討、実施します。 

（２）誘客へのしかけづくり 

和歌山城周辺、加太、和歌の浦などの各地域が一体となって、魅力の創出とおもてなしに

取り組み、外国人観光客の誘客とリピーターの増加を図ります。 

また、ファムトリップ3)を提案・誘致し、本市の魅力を実感してもらうことで、旅行商品の

造成や海外におけるメディアへの露出につなげていきます。そのほか、クルーズ船の誘致、

地元商店街の観光化などのしかけや、和歌山ラーメン、まぐろなどの海産物、四季折々の果

物といった和歌山ならではの食の魅力を十分に活用した誘客を図ります。  

 
1) 無料で使用できる無線ＬＡＮサービスのこと。観光情報や交通手段の検索、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）へ  

の投稿などに活用できるため、外国人観光客の利便性向上や観光地の情報発信力の強化が期待できる。 

2) SEO は Search Engine Optimization の略、検索エンジン最適化。ここでは、検索エンジンにおける検索結果において本市の

観光関連ホームページがより上位に現れるように対策することをいう。 
3) 本市への旅行商品の造成を促進するため、海外の旅行事業者やメディア等を対象に現地視察してもらうこと。 
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５ テーマ④ 産業を支える「ひと」の確保と「まち」の形成 

 

戦略４－１ 和歌山を愛し、暮らし働く人材の育成・確保 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業として成 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

  本市は長年、進学や就職による若者世代の人口の転出超過が続いており、転出した若者

の多くは、そのまま市外に定住してしまいます。転出超過等による人口減少によって地域

経済が縮小し、地域経済の縮小が更なる人口減少を招くという悪循環に陥る恐れがありま

す。 

  大学生への就職意識調査から、希望の就職先がないため、又は地元企業の情報不足のた

めに県外の企業を選んでいる者が多く、積極的に県外を選択している者ばかりではないこ

とが分っています。また、将来的にＵターンを希望する者も多いことから、地元企業の魅

力の効果的なＰＲ等により、県外就職者のＵターンを促進できる可能性があります。 

  本市の産業が持続的に発展していくためには、その基盤となる人材の確保が必要で、本

市を生活と仕事の場として選択してもらえる環境づくりが重要です。 

   

【戦略の内容】 

１ 転入促進と転出抑制の取組 

（１）移住・定住、市内就職の促進 

 歴史、文化、自然、食などの地域資源を活用し、本市で暮らし働く魅力を体感してもらえ

るようなシティプロモーションの手法を検討、実施することで、移住・定住の促進を図りま

す。 

また、学生をはじめ若い世代に市内企業の魅力を知ってもらうために、労働局や県など関

係機関と連携し、都市部における企業面談会等を実施していくとともに、大企業にはない地

元企業の魅力発信や企業見学会の開催、インターンシップ等の充実に取り組みます。さらに、

若者の地元への定着等を目的とした和歌山大学の「地（知）の拠点大学による地方創生推進

◆本市への転入の促進、若者世代の市外への転出抑制等により、和歌山で暮らし働く人材

の確保を図ります。 

 

◆本市の魅力を体感できるシティプロモーションや、若い世代への郷土愛の醸成等に取り

組みます。 

 

◆企業の人材教育への支援、高等教育機関の充実により、人材育成の環境整備を進めます。 
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事業（ＣＯＣ＋）1)」との連携も図ります。 

（２）より若い世代への郷土愛の醸成 

 就職について具体的に考え始める大学生等よりも若い世代（小・中・高校生）から、ふる

さとの良いところや地域産業の魅力を伝えて郷土愛を醸成することで、本市に定着する意識

を向上させるとともに、進学等で一旦県外へ出たとしても、就職や転職を機にふるさとへ戻

ってくる素地を整えます。 

 また、各分野で活躍している市出身者を活用した人材育成事業についても検討します。 

２ 産業を担う人材の育成 

（１）産業人材の育成 

 若い世代に対してキャリア教育2)や地域の企業への理解を深めてもらう取組等を実施する

とともに、企業に対しては専門的知識や高度な技能を持った人材の育成について、関係機関

と連携して支援します。 

また、本市の産業を担う経営者、後継者の育成や、大学等を有効に活用した産業人材の育

成にも取り組みます。 

（２）高等教育機関の充実による人材の育成 

 進学時における若者の転出を抑制し、専門的・技術的人材を育成するため、専門性の高い

大学の誘致等による高等教育機関の充実を図ります。 

 また、高齢者の増加に伴い人材不足が懸念される医療・福祉・介護分野の担い手や、観光

振興を図るために必要な人材など、需要が見込まれる分野を支える人材の育成を図ります。 

 
1) 文部科学省の支援事業で、地方公共団体や企業等と協働して、学生にとって魅力ある就職先を創出するとともに、その地域

が求める人材を養成するために必要な教育カリキュラムの改革を断行する大学の取組を支援するもの。地方創生の中心とな

る「ひと」の地方への集積を目的としている。 
2) 一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、社会の中で自分の役割を果た

しながら、自分らしい生き方を実現していくことを促す教育。 
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戦略４－２ 女性・高齢者など誰もが働きやすい環境づくり 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業とし 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

 人口減少に伴う人手不足が懸念される中、雇用の質を考慮した労働参加率（生産年齢人口

に占める労働人口の割合）の向上が課題となっています。しかし、女性と高齢者の就業率は

全国平均よりも低く、女性の正規雇用率は全国平均に比べて低い状況です。 

地域経済が成長力を維持するためには、女性や高齢者の積極的な労働参加による労働力の

確保が不可欠です。また、女性の就労は社会のニーズにマッチした製品やサービスを生み出

す素地を広げ、高齢者の就労は長い年月で培った多くの経験と技能を若い世代に継承するこ

とにもつながります。 

これらのことから、女性や高齢者など働く意欲のある人の就労促進、働く環境の整備への

取組が必要です。 

 

【戦略の内容】 

１ 女性や高齢者などへの就労支援 

（１）女性に対する就労支援 

 女性を対象とした企業面談会やセミナーの実施、子育て世代の母親のための就職相談や求

人情報の提供を行い、女性の就職・創業を支援します。 

また、出産・育児等を機に離職した女性が安心して再就職できるよう、延長保育や放課後

児童健全育成事業などの子育て支援策の充実や、スキルアップ等に関する国の支援制度の活

用の促進を図ります。 

（２）高齢者等に対する就労支援 

 高齢者がこれまで培った経験や技能を活かし、労働力の一翼を担いながらいきいきと自立

した生活を送れるよう、国やシルバー人材センターなど関係機関と連携した就労支援を行い

ます。障害者の働く場の確保や開拓などの取組も強化します。 

 また、和歌山市版「生涯活躍のまち1)」の取組において、和歌山県立医科大学など関係機関

 
1) 東京圏をはじめとする地域の高齢者が、希望に応じ地方や「まちなか」に移り住み、多世代と交流しながら健康でアクティ

ブな生活を送り、必要に応じて医療・介護を受けることができるような地域づくりを目指した国の構想。 

◆労働力の確保と多様な社会のニーズへの対応を図るため、女性や高齢者など誰もが働き

やすい環境づくりを進めます。 

 

◆働く意欲がある女性や高齢者等のニーズに応じた就労支援を行います。 

 

◆事業者の受入態勢の整備や働く場の創出など雇用環境の整備を進めます。 
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と連携し、高齢者がいつまでも健康に仕事や社会活動ができる仕組みづくりを検討します。 

２ 雇用環境の整備推進 

（１）事業者への意識啓発等 

 女性の職域拡大や管理職登用、非正規雇用者の正規雇用への転換や処遇改善、高齢者の雇

用促進などの国の助成制度を活用しながら、事業者の女性や高齢者等の活躍推進への取組に

対する意識の向上を図ります。 

また、長時間労働の削減や年次有給休暇の取得促進、テレワークを活用した在宅勤務等の

多様な働き方の普及などの働き方改革を推進するとともに、社内保育所の設置、出産後に復

帰しやすい職場づくりなどの子育て環境の整備に向けた啓発を行います。さらに、育児応援

企業の表彰や奨励金の支給、産休・育休取得の奨励などの支援策の検討も行います。 

（２）新たな働く場の創出 

 女性や高齢者が、子育てや介護・福祉など地域社会が抱える問題の解決につながる事業の

担い手として活躍できるよう、コミュニティビジネス等の創出を図ります。特に、子育て世

代の仕事・育児の両立を助け、また女性や高齢者等の就業の場としても期待できる家事支援

などの生活サポートサービスの創出を進めます。 

 



 Ⅴ 和歌山市の産業戦略 

- 63 - 

 

戦略４－３ 産業を支えるまちづくりの推進 

 

 

◆コネクターハブ、ニッチトップ、オンリーワン企業など、地域の中核的企業とし 

長が見込まれる企業を発掘し、成長を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略の背景】 

 本市の人口が昭和６０年をピークに徐々に減少する中で、市内中心部であるまちなかエリ

ア1)の人口は大幅に減少し、郊外へと人口が拡散しました。まちなかエリアの衰退と市全体の

人口密度の低下が進行している状況です。主に対面型のサービス産業は市場の地理的な範囲

が限定され、労働生産性は地域の人口規模と密度に大きく影響を受けるため、現在の状況は

サービス産業の維持や活性化にとって、好ましいものではありません。 

また、製造業や観光業等の発展には、企業や観光客が魅力を感じ、利便性が高いと感じる

ことができるような、メリハリのきいた土地利用や道路・交通インフラの整備が不可欠です。 

これらまちの形が産業の活性化と密接に関わることから、産業振興はまちづくりとの連携

を意識して推進することが必要です。 

 

【戦略の内容】 

１ コンパクトなまちづくりの推進 

（１）都市のコンパクト化とまちなかの再生 

 立地適正化計画の中で都市機能誘導区域と居住誘導区域を設定し、都市のコンパクト化を

推進します。まちなかエリアについては、小中一貫校の整備、市民会館や市民図書館の移転

等の公共施設の再編、高等教育機関の誘致、市街地再開発などに取り組み、まちなかの再生

を目指します。 

市街化調整区域においては、郊外への都市の広がりに歯止めをかけるとともに、交通至便

な一部の地域に限定して企業立地を進めることができるよう、メリハリのきいた土地利用の

規制・誘導を進めます。 

（２）まちなかへの人の誘導 

 居住環境の充実、創業・出店支援、魅力的なイベントの開催など、まちなかエリアへ人を

 
1) 平成２５年１２月に策定した市街地総合再生計画で設定した市内中心部の地域をいう。 

◆産業を支えるまちづくりの観点から、都市のコンパクト化、道路・公共交通ネットワー

クの整備等を進めます。 

 

◆コンパクトなまちづくりを推進するため、都市機能の集約、郊外の開発抑制、公共施設

の再編やまちなかへの居住の誘導などを図ります。 

 

◆道路網・公共交通など交通ネットワークの充実を図るため、幹線道路網の整備やバス路

線網の強化等を進めます。 
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誘導する取組を進めます。 

このうち創業・出店支援については、空き店舗等の情報提供、遊休不動産のリノベーショ

ンの促進、制度融資に関する保証料補給等を実施し、まちなかエリアを新たな事業や雇用を

生み出す都市型ビジネスの展開の場とします。 

２ 道路・交通インフラの整備 

（１）道路ネットワークの整備 

 道路ネットワークは、製造業・物流業の発展、企業立地、観光客の誘客などに大きく影響

を与えることから、高速道路をはじめとする幹線道路の戦略的な整備を進めます。京奈和自

動車道と第二阪和国道の接続、（仮称）和歌山南スマートインターチェンジの整備、幹線道路

網等（市駅和佐線、松島本渡線、南港山東線、今福神前線、有本中島線等）の整備を促進し

ます。 

（２）公共交通ネットワークの整備 

 道路ネットワークだけでなく、働く人や観光客などあらゆる人にとって利用しやすい公共

交通環境を整備することが重要です。鉄道路線の維持や利便性の向上を図るとともに、バス

路線の再編や地域バス等の導入検討、より環境負荷の小さいＬＲＴ1)等の次世代交通機能の導

入の可能性の検討を行います。 

  

 
1) Light Rail Transit の略、次世代型路面電車システム。低床式車両の活用や軌道・電停の改良による乗降の容易性、定時性、

速達性、快適性などの面で優れた特徴を有する次世代の軌道系交通システムのこと。 
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Ⅵ 今後想定されるプロジェクト 

本ビジョンの１２の戦略を推進するための具体的な取組として、次のようなプロジェクト

が想定されます。これらをたたき台として、その他の具体的な事業の検討も行い、アクショ

ンプランを作成していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 産業振興プラットフォーム体制の構築 

アクションプランにおける具体的な事業に取り組むためには、その基盤や拠点となり、ま

た、事業を推進するエンジンとなる機能が重要です。 

 既存産業の成長の促進を図る「産業支援ネットワーク」、新事業の創出を図る「創業支援ネ

ットワーク」、企業・産業間連携の促進を図る「産業交流ネットワーク」、企業立地の推進を

図る「企業立地ネットワーク」、観光商品の開発等を担う「和歌山市版ＤＭＯ」の体制を整え

ることで、本市の産業振興の各分野を包含したプラットフォーム体制の構築を図ります。  

（１）産業支援ネットワーク 

 本市が産業支援に関するワンストップ窓口を設置し、産業関係団体、教育機関、金融機関、

国や県との連携を密にしながら、企業の成長促進を図ります。 

（２）創業支援ネットワーク 

平成２７年２月に認定された和歌山市創業支援事業計画に基づき、各創業支援機関と連携

しながら、創業者の段階・状況に応じた効果的な支援メニューを提供します。 

（３）産業交流ネットワーク 

産業分野の枠組みを越えて交流し、新たなビジネスチャンスにつなげるための仕組みとし

て、市内の事業者によるネットワークを構築します。 

（４）企業立地ネットワーク 

本市の企業立地に関するワンストップ窓口により、各種支援制度や様々な行政手続きがス

ムーズに進むようサポートします。また、インフラ提供事業者や金融機関、不動産事業者と

定期的に情報交換を行い、用地情報等の共有を図ります。 

＜想定されるプロジェクト①＞ 

産業振興プラットフォーム体制の構築 

・産業支援ネットワーク 

・創業支援ネットワーク 

・産業交流ネットワーク 

・企業立地ネットワーク 

  ・和歌山市版ＤＭＯ 

＜想定されるプロジェクト②＞ 

戦略テーマごとのプロジェクト 

・既存産業の更なる成長促進プロジェクト 

・新事業創出と産業間連携等の促進プロジ 

 ェクト 

・観光の稼ぐ力の強化プロジェクト 

・産業を支える「ひと」の確保と「まち」 

 の形成プロジェクト 
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（５）和歌山市版ＤＭＯ 

旅行会社や観光客に対するワンストップ窓口機能等を担う主体として、ＤＭＯを設置しま

す。様々な地域資源を組み合わせた観光の一体的なブランドづくりや旅行商品の販売など、

民間主導の迅速な施策を展開します。 

 

 

 

 

  

新事業創出と

産業間連携等

の促進 

観光の稼ぐ力

の強化 

産業を支える「ひ

と」の確保と「ま

ち」の形成 

既存産業の

更なる成長

促進 

和歌山市産業振興プラットフォーム体制の構築 

●ビジターセンターの設置
●観光商品開発ワークショップの開催
●和歌山市歴史遺産ストーリーの創出
●市内総合観光パンフレットの作成
●食の磨き上げ事業
●食の素材づくり
●食の提供づくり
●首都圏での和歌山市の食発信事業者委嘱制度
●宿泊施設立地奨励金の創設

●尖った産業基盤、企業、技術成長支援事業
●和歌山市産品愛用運動、ブランド化推進運動
●公共調達への和歌山市産品の優先活用
●先進的な取組事例等の提供
●研究機関･革新的企業者との接点プロジェクト
●サービス産業活性化対策

企業立地
ネットワーク

創業支援
ネットワーク

和歌山市版
DMO

産業交流
ネットワーク

産業支援
ネットワーク

産業振興プラットフォーム ●第二創業支援･事業承継支援
●コミュニティビジネス等創出支援
●異業種交流イベントの開催
●異業種間連携による事業への
スタートアップ･ランクアップ支援

●中小企業のグループ化促進
●産業集積ゾーニングの検討
●首都圏での企業誘致説明会・
交流会の開催

●移住・定住支援相談ワンストップ
窓口の設置

●多様なインターンシップ制度等
の導入

●和歌山市版「生涯活躍のまち」
の推進（ヘルスケア産業の活
性化）

●空き家・空き店舗対策（リノベー
ションの促進）

●まちなかの拠点、交流の場づくり
●まちなかの賑わいづくり



 Ⅵ 今後想定されるプロジェクト 

- 67 - 

 

２ 戦略テーマごとのプロジェクト 

産業振興プラットフォーム体制の構築とともに、取り組むべきと考えられるものについて

効果的な実施を図るため、 

① 既存産業の更なる成長促進 

② 新事業創出と産業間連携等の促進 

③ 観光の稼ぐ力の強化 

④ 産業を支える「ひと」の確保と「まち」の形成 

の４つの戦略テーマごとに複数の事業を組み合わせて、一つのプロジェクトとしたものです。 

 

（１）『既存産業の更なる成長促進』プロジェクト 

●尖った産業基盤、企業、技術成長支援事業 

コネクターハブ企業や高い付加価値を生み出そうとする企業等の成長促進を図るため、

他の企業や大学等との連携のコーディネートや、ファッション性・デザイン性を重視した

商品開発への支援等を、国や県の施策も活用しながら実施します。 

●和歌山市産品愛用運動、ブランド化推進運動 

市産品の購買促進、市内店舗での消費促進、市産品のブランド化   

を推進するための運動の展開、ホームページの運用等を進めます。 

 

●公共調達への和歌山市産品の優先活用 

市役所の調達において、予算の適正な執行に留意し、市産品を優先

的に活用させる制度を導入します。 

 ●先進的な取組事例（ベストプラクティス）等の提供 

中小企業の経営戦略構築の支援のために、先進的な取組事例や分析データを提供すると

ともに、図書館等においてビジネス支援スペー

スの設置を検討していきます（ビジネス関連図

書コーナーや有料データベース、相談会等の提

供）。 
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 ●研究機関・革新的企業者との接点プロジェクト 

今まで接点がなかった革新的企業者   

等との交流や研究者との意見交換など、 

市内事業者に対して新たな出会いの場 

を創出します。 

●サービス産業活性化対策 

サービス産業の活性化を図るため、需要拡大、生産性向上について、企業訪問による実

態把握や調査を行い、分野別対応を検討していきます。 

 

（２）『新事業創出と産業間連携等の促進』プロジェクト 

 ●第二創業支援・事業承継支援 

第二創業支援のため、地域資源を活用した新商品開発や販路開拓など新たな事業展開を

支援します。また、廃業を防止するための事業承継に関する支援策にも取り組みます。 

●コミュニティビジネス等創出支援 

本市の社会的課題を解決するコミュニティビジネス・ソーシャルビジネスの創出を支援

するための施策に取り組みます。 

 ●異業種交流イベントの開催 

異業種交流イベントを開催し、異業種間のマッチングの機会を設けることにより、新た

なビジネスチャンス（６次産業化など）の創出を図ります。 

●異業種間連携による事業へのスタートアップ・ランクアップ支援 

異業種間の連携により生まれた事業やプロジェクトに対し、専門家を派遣するなど、ス

タートアップ・ランクアップのための支援を行います。 

●中小企業のグループ化促進 

単独企業が抱える弱みの補完と、強みの更なる強化、共同による販路開拓や展示会への

参加等を促進するため、中小企業のグループ化（プロジェクトチーム）につながるマッチ

ング支援を行います。 

 

工 業

サービス業

学 生

市内事業者等

農 業

商 業

プロジェクトチーム

サービス業

商 業

工 業

学 生
工 業

農 業

工 業

工 業

農 業

商 業

新たな和歌山市
ブランドの製品、
サービスの創出

企画･提案
マッチング

支援

その他

革新的企業者・
先進技術研究者市内事業者

市内での事業創造･イノベーションの創出
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●産業集積ゾーニングの検討 

製造・物流ゾーン、ＩＣＴオフィスゾーン、スポーツ・環境・研究施設ゾーンなど、企

業用地の産業集積ゾーニングを検討し、民間事業者による企業用地の開発や企業立地の促

進を図ります。 

   

 

●首都圏での企業誘致説明会・交流会の開催 

首都圏からの企業誘致を推進するため、本市ゆかりの企業等に誘致に関する支援策の説

明会や交流会を開催するとともに、プロモーションビデオの作製を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スポーツ・環境・研究
施設検討ゾーン

ICTオフィス
検討ゾーン

製造･物流検討
ゾーン

製造・物流検討
ゾーン
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（３）『観光の稼ぐ力の強化』プロジェクト 

●ビジターセンターの設置 

わかちか広場や和歌山城に、広域観光案内･発信機能を有す

る「和歌山観光ビジターセンター」

を設置し、高野山をはじめ魅力的

な県内の観光地を含めた情報提

供等を行います。 

   

 

●観光商品開発ワークショップの開催 

滞在型観光の創出を図るため、参加型ワークショップ等により観光商品（周遊プラン等）

を開発していきます。 

●和歌山市歴史遺産ストーリーの創出 

本市の歴史的な魅力や特色を掘り起し、 

本市の文化、伝統を語る「和歌山市歴史遺 

産ストーリー」を創出、発信していきます。 

●市内総合観光パンフレットの作成 

市民が真に勧めたい情報に重きを置いて構成するパンフレットを作成します。また、こ

うした取組により地域資源・観光資源の発掘につなげていきます。 

 ●食の磨き上げ事業 

市内の飲食業者による地域の食材や食文化を活かしたメニュ

ーの開発を促進するとともに、和歌山らしい食の素材や食文化に

根差した和歌山の食「和食」の発信を仕掛けていきます。 

●食の素材づくり（農業担い手育成・ブランド化推進） 

農業担い手育成事業の推進、農業法人設立促進、  

食の素材の発掘、食と農の産業クラスター（食品工 

場コンビナート等）の検討を実施します。 

 

●食の提供づくり 

中央市場をはじめ公共施設等に本市の食材や食文化を提供・発信するスペースを設置し

ます。また、海外進出を図る事業者に対し、ジェトロ等と連携したビジネスマッチング等

の支援を行います。 
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 ●首都圏での和歌山市の食発信事業者委嘱制度 

和歌山市観光発信人のように、首都圏で本市の食材を活用している店舗等を「わかやま

食発信事業者」として委嘱します。 

 

●宿泊施設立地奨励金制度の創設 

宿泊地として本市を選んでもらうために必要となる多様な宿泊施設を確保するため、ホ

テルや旅館の立地を推進するための奨励金制度を新設します。 

（４）『産業を支える「ひと」の確保と「まち」の形成』プロジェクト 

●移住・定住支援相談ワンストップ窓口の設置 

都市で生活している方に、多様で新たな価値観のもと従来の働き方や生き方を見直し、

和歌山で働き生活することを効果的に提案するため、移住・定住に関する相談や情報提供

等を行うワンストップ窓口を設置します。 

●多様なインターンシップ制度等の導入 

若い世代に市内企業の魅力を知ってもらうため、

小中高生の職場体験やインターンシップを推進す

るとともに、大学生の年次や成長段階に応じたイ

ンターンシップ制度の構築を目指します。 

 

●和歌山市版「生涯活躍のまち」の推進（ヘルスケア産業の活性化） 

医療、介護の現場において、新たなものづくりやサービスの高度化を図る企業を支援し

ます。本市のヘルスケア産業の活性化を通じて、「生涯活躍のまち」の推進に弾みをつけま

す。 

●空き家・空き店舗対策（リノベーションの促進） 

産業の空洞化が進む「まちなかエリア」の空き家・空き店舗のリノベーションによる創

業等を促進し、新たな事業や雇用を生み出す都市型ビジネスの創出を図ります。 

●まちなかの拠点、交流の場づくり 

市街地再開発事業の促進、市民図書館・市民会館の移転、大学誘致等により、まちなか

の拠点や交流の場を整備し

ていきます。 
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●まちなかの賑わいづくり 

和歌山城や動物園、こども科学館等へ家族で出かけてもらえる仕組みづくり、地域資源

を活かした誘客イベントの実施、イルミネーションや

ライトアップによる魅力ある夜間景観の形成などによ

り、まちなかの賑わい創出を図っていきます。 
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Ⅶ 産業振興ビジョンの推進体制 

１ 各主体とのパートナーシップの構築 

（１）国、県との連携 

産業振興について、国・県も多様な支援策を実施しています。本市は、本市の産業の特性

やニーズを的確に捉え、国・県の施策について補完する支援や、上乗せした支援を構築する

など、効果的で無駄のない施策の実現を図ります。 

国との連携については、経済産業省等の支援策の事業者への紹介や支援策の活用に関する

助言を中心に実施します。また、県工業技術センターや和歌山大学等とともに、国立研究開

発法人産業技術総合研究所などの国の研究機関との関係強化を進め、国の技術者の本市産業

への積極的な関与を促すことで、製造業の新たなシーズの発掘やシーズの製品化につながる

機会の増大を図ります。 

県は平成２７年１０月に第二次和歌山県産業技術基本計画を策定し、製造業の面的な成長

を図るため、コネクターハブ企業の成長を促進させるなどの取組を盛り込んでいます。この

ような本ビジョンの戦略と方向性が同じものについては、特に、重複やバラバラの対応とな

ることがないよう、連携を密にし、より効果的かつ集中的な施策を実施するよう努めていき

ます。 

（２）事業者、産業関係団体との連携 

基本条例の規定のとおり、産業振興は、事業者自らの創意工夫及び自主的な経営努力が基

本です。その上で、事業者と本市や産業関係団体等が相互に協力し、総合力を発揮した取組

を実施します。 

基本条例に定める事業者と産業関係団体の役割は次のとおりです。 

 事業者の役割 

・ 経営基盤の安定、就業機会の確保、人材の育成及び福利厚生の充実に努めるものとする。 

・ 地域社会を構成する一員としての社会的責任を自覚し、地域社会への貢献及び市民生活

の向上に資するよう努めるものとする。 

・ 市が行う産業振興施策及び産業関係団体が行う本市の産業の振興に関する事業を積極

的に活用するよう努めるものとする。 

 産業関係団体の役割 

・ 事業者の自主的な努力及び創意工夫による取組並びに創業に対して支援するよう努め

るものとする。 

・ 産業振興施策に協力するよう努めるものとする。 

（３）教育機関等、金融機関との連携 

基本条例では、教育機関等（教育機関及び研究機関）や金融機関は、それぞれの特性を活

かして、本市の産業の振興に寄与することに努めるよう定められています。 

和歌山大学や和歌山県立医科大学など、個々の教育機関との産学官連携を推進するととも
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に、高等教育機関コンソーシアム和歌山や、地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（Ｃ

ＯＣ＋）の運営組織である「紀の国大学協議会」などとの連携も図っていきます。 

また、金融機関については、紀陽銀行、きのくに信用金庫、日本政策金融公庫と本市との

間で産業振興に係る連携協定を締結しています。この協定に基づき、実効性のある産学金官

連携を図ります。 

基本条例に定める教育機関等と金融機関の役割は次のとおりです。 

教育機関等の役割 

・ 創業を志す意欲ある人材又は高度の専門的な知識若しくは技術を有する人材の育成に努

めるとともに、技術の進歩、地域の課題等に即応した研究等を推進し、本市の産業の振興

に寄与するよう努めるものとする。 

金融機関の役割 

・ 事業者の健全な事業活動及び創業に対する支援を行い、本市の産業の振興に寄与するよう

努めるものとする。 

（４）市民との連携 

産業振興は市民生活の向上にとって重要な課題ですが、市民の消費動向が地域経済の活性

化を左右する、事業廃業後の不動産の未利用が産業の新陳代謝を妨げてしまうというように、

市民の行動が産業振興に与える影響は非常に大きなものであると言えます。 

産業振興を担っているとの市民意識の醸成を図り、地産地消や、本来あるべき利用がなさ

れていない不動産の有効活用を促進していきます。 

基本条例に定める市民の役割は次のとおりです。 

市民の役割 

・ 本市の産業の振興が本市の経済の活性化及び市民生活の向上に果たす役割の重要性につ

いて理解を深めるとともに、自らの消費活動が本市の経済の活性化の一翼を担っているこ

とを認識し、地産地消に努めるとともに、産業振興施策の推進に協力するよう努めるもの

とする。 

 

２ ＰＤＣＡ1)サイクルの構築 

平成２８年度から産業振興ビジョンで定めた戦略について市全体で取り組んでいくため、

各部局において具体的に事業化するとともに、「和歌山市産業振興アクションプラン（実施計

画）」として取りまとめ、進捗管理を行っていきます。 

アクションプランにおいては、各事業の実施主体、方法、目標値、スケジュール等を明確

にして実施していくとともに、その効果を和歌山市産業戦略会議等において検証することと

します。その検証結果を受け、産業振興ビジョン及びアクションプランの見直しを必要に応

じて行っていきます。

 
1) 行政や企業の事業活動にあたって管理業務を円滑に進める手法の一つ。Plan（計画）、Do（実行）、 Check（評価）、Action

（改善）の４段階の活動を一貫して、繰り返し行なうことで、継続的に事業活動を改善していくことを目的とする。 
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①和歌山市産業振興基本条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、本市の産業の振興に関する基本理念を定め、市が果たすべき責務並びに事業者、

産業関係団体、教育機関等、金融機関及び市民の役割を明らかにし、本市の産業の振興に関する施

策を総合的に推進することにより、産業構造の多様化及び創業の促進を図り、もって本市の経済の

活性化及び市民生活の向上に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１）事業者 本市の区域内で事業活動を行う者をいう。 

（２）産業関係団体 本市の産業の振興に取り組む団体をいう。 

（３）教育機関等 本市の産業の振興に資する調査、研究及び教育を行う教育機関及び研究機関をい 

う。 

（４）地域資源 産業、自然、歴史、文化、技術、技能、人材その他本市の強みとなる資源をいう。 

 （基本理念） 

第３条 本市の産業の振興は、事業者自らの創意工夫及び自主的な経営努力を基本として、事業者、

産業関係団体、教育機関等、金融機関、市民及び市が相互に協力して総合力を発揮し、かつ、地域

資源を最大限に活用することにより、本市の経済の活性化を実現することを旨として、行われなけ

ればならない。 

 （産業振興の推進） 

第４条 本市の産業の振興は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、次に 

掲げる事項を基本として推進するものとする。 

（１）製造業については、良好な操業環境の整備及び保全に努めるとともに、異なった業種及び教育

機関等との連携を強化し、先端的で付加価値の高い製品の開発、成長を見込める分野への積極的

な事業展開等、新たな事業の創出及び事業の高度化を目指すこと。 

（２）商業及びサービス業については、多様化する消費者の需要を的確に把握し、独自の魅力づくり

を推進し、消費者にとっての利便性の高い商業集積を目指すとともに市民が健康かつ安全に安心

して暮らしていくための良質なサービスの提供を目指すこと。 

（３）農林水産業については、農林水産業がより魅力ある産業として発展できるよう、農林水産物を

活用した産業の集積や新たな産業の創出を目指すこと。 

（４）観光業については、地域資源を活用し、本市の独自性を高めるとともに、本市の区域以外の地

域との広域的な連携を強化し、魅力ある情報を国内外に広く発信する等観光旅客の誘致に取り組

み、来訪する観光旅客の増加及び観光に伴う消費の拡大等による地域経済の活性化を目指すこと。 

（５）製造業、商業及びサービス業、農林水産業並びに観光業の異なる産業分野の枠組みを越え、地 

域資源の価値の向上及び和歌山市ブランドの育成に向け一体となって取り組み、地場産品の需要 

を拡大させる仕組みづくりを進め、新たな経済効果の創出を目指すこと。 

（市の責務） 

第５条 市は、基本理念にのっとり、次に掲げる産業の振興に関する施策（以下「産業振興施策」と 

いう。）を総合的に推進しなければならない。 

（１）経営基盤の安定を図る施策 

（２）企業の誘致を図る施策 

（３）人材育成及び就業機会の拡大を推進する施策 

① 和歌山市産業振興基本条例 
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（４）創業を支援する施策 

（５）商品の開発並びに製品の高付加価値化を支援する施策 

（６）市産品の販路の開拓を図る施策 

（７）地産地消を推進するための事業者の受注機会の増大を図る施策 

（８）観光の振興を図る施策 

（９）産業基盤の整備を促進する施策 

２ 市は、前項各号に掲げる産業振興施策を実施する場合において事業者の事業活動の支障となる規

制その他の事情があると認めるときは、必要に応じ、市の部内における検討及び調整に努めるとと

もに、国及び和歌山県への要望その他の当該事情の解消を図るための措置を講ずることにより、円

滑な事業活動の促進に努めなければならない。 

３ 市は、第１項各号に掲げる産業振興施策を実施するに当たっては、必要に応じ、国、和歌山県そ

の他の地方公共団体との連携協力に努めなければならない。 

 （事業者の役割） 

第６条 事業者は、基本理念にのっとり、経営基盤の安定、就業機会の確保、人材の育成並びに福利

厚生の充実に努めるものとする。 

２ 事業者は、地域社会を構成する一員としての社会的責任を自覚し、地域社会への貢献及び市民生

活の向上に資するよう努めるものとする。 

３ 事業者は、市が行う産業振興施策及び産業関係団体が行う本市の産業の振興に関する事業を積極

的に活用するよう努めるものとする。 

 （産業関係団体の役割） 

第７条 産業関係団体は、基本理念にのっとり、事業者の自主的な努力及び創意工夫による取組並び

に創業に対して支援するよう努めるものとする。 

２ 産業関係団体は、産業振興施策に協力するよう努めるものとする。 

 （教育機関等の役割） 

第８条 教育機関等は、基本理念にのっとり、創業を志す意欲ある人材又は高度の専門的な知識若し

くは技術を有する人材の育成に努めるとともに、技術の進歩、地域の課題等に即応した研究等を推

進し、本市の産業の振興に寄与するよう努めるものとする。 

 （金融機関の役割） 

第９条 金融機関は、基本理念にのっとり、事業者の健全な事業活動及び創業に対する支援を行い、

本市の産業の振興に寄与するよう努めるものとする。 

 （市民の役割） 

第１０条 市民は、本市の産業の振興が本市の経済の活性化及び市民生活の向上に果たす役割の重要

性について理解を深めるとともに、自らの消費活動が本市の経済の活性化の一翼を担っていること

を認識し、地産地消に努めるとともに、産業振興施策の推進に協力するよう努めるものとする。 

 （戦略会議の設置） 

第１１条 産業振興施策を総合的に推進するため、和歌山市産業戦略会議（以下「戦略会議」という。）

を置く。 

 （所掌事務） 

第１２条 戦略会議は、本市の産業の振興に関する重要な事項について調査審議し、市長に意見を述

べるものとする。 
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 （組織） 

第１３条 戦略会議は、委員８人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

（１）産業の振興に関する学識経験を有する者 

（２）関係行政機関の職員 

（３）事業者 

（４）産業関係団体に属する者 

（５）教育機関等に属する者 

 （任期） 

第１４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前

任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（委員長及び副委員長） 

第１５条 戦略会議に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により選任する。 

２ 委員長は、会務を総理し、戦略会議を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

 （会議） 

第１６条 戦略会議の会議は、委員長が招集する。ただし、委員の全員が新たに委嘱された後最初に

招集すべき戦略会議の会議は、市長が招集する。 

２ 委員長は、戦略会議の会議の議長となる。 

３ 戦略会議は、委員の過半数の出席がなければ、戦略会議の会議を開くことができない。 

４ 戦略会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５ 戦略会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して戦略会議の会議への出席を求め

ることができる。 

 （専門部会） 

第１７条 戦略会議に、専門の事項を調査研究させるため、専門部会を置くことができる。 

 （庶務） 

第１８条 戦略会議の庶務は、産業まちづくり局産業観光部において処理する。 

（戦略会議への委任） 

第１９条 第１１条から前条までに定めるもののほか、戦略会議の組織及び運営に関し必要な事項は、

委員長が戦略会議に諮って定める。 

附 則 

 この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

  



  

- 79 - 

 

②和歌山市産業戦略会議 

 

 

＜ 委員名簿 ＞ 

氏 名 役 職 等 備 考 

岡田 亜紀 菱岡工業株式会社 代表取締役  

金子 英一郎 日本政策金融公庫 和歌山支店長  

島 正博 株式会社島精機製作所 代表取締役社長  

谷口 博昭 一般財団法人国土技術研究センター 理事長 委員長 

デービッド・アトキンソン 株式会社小西美術工藝社 代表取締役社長  

細江 美則 太洋工業株式会社 代表取締役社長  

吉村 典久 国立大学法人和歌山大学経済学部 教授 副委員長 

和坂 貞雄 和歌山県工業技術センター 所長  

※役職は委員就任当時のもの（５０音順、敬称略） 

 

＜ 会議概要 ＞ 

会議名 開催概要 議 事 

第１回 

日 時 平成２７年５月２６日（火） 

    午後３時００分～５時００分 

場 所 ホテルアバローム紀の国 

    ５階「カトレア」 

◆ 委員長・副委員長の選任 

について 

◆ 和歌山市の産業の現状と 

課題について 

第２回 

日 時 平成２７年８月３０日（日） 

    午後１時００分～３時００分 

場 所 ホテルグランヴィア和歌山 

    ６階「メゾングラン」 

◆ 和歌山市産業振興ビジョン

骨子案について 

第３回 

日 時 平成２７年１１月２０日（金） 

    午後１時００分～３時００分 

場 所 ホテルグランヴィア和歌山 

    ６階「メゾングラン」 

◆ 和歌山市産業振興ビジョン

素案について 

第４回 

日 時 平成２８年２月１６日（火） 

    午後３時３０分～５時００分 

場 所 ホテルグランヴィア和歌山 

    ６階「メゾングラン」 

◆ 和歌山市産業振興ビジョン

（案）について 

 

② 和歌山市産業戦略会議 
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